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SQL Server 2000 自習書シリーズ 開発編 No.14
Commerce Server 2002の実装方法に学ぶ 
ASP.NET Webサイト構築テクニック
はじめに
この自習書は、SQL Server 2000とVisual Studio .NETを用いて、Commerce Server 2002に実装されている機能からWebアプリケーション開発のテクニックを習得することを目的としています。
なお、今回はCommerce Server 2002の機能の一部を紹介します。Commerce Server 2002の詳しい機能については、マイクロソフト Webサイト等を参照してください。

前提条件
この自習書はASPやASP.NETなどのWebテクノロジーに精通している開発者を対象としています。そのため、それらのテクノロジーで用いられる技術用語の解説は行っていません。テクノロジーの詳細については関連書籍等を参照してください。

自習書の構成

この自習書は、次の４部から構成されており、すべて終了するとシンプルなオンライン ショッピング サイトを作成することができます。また、各部ではCommerce Server 2002の機能概要およびSQL Server 2000とVisual Studio .NETを利用したWebアプリケーション開発のテクニックを紹介します。
第1部　認証の実装
Webサイトにおけるユーザー認証の実現方法について説明します。ユーザー認証を行うことによって、ユーザーに特化したサービスを提供するWebサイトを構築することができます。
第2部　カタログの作成と商品の追加
Webサイトにおけるカタログの実現方法について説明します。カタログは実際に商品を陳列することによりユーザーに商品情報を伝えるインターフェースの役割を持っています。
第3部　オーダー システム
Webサイトにおけるオーダー システムの実装について説明します。オーダー システムは、オンライン ショッピング サイトにおいてコマースの要となる機能です。
第4部　分析
Webサイトにおける分析について説明します。分析を行うことによってオンライン ショッピング サイトの性質・特徴を把握することが可能となります。分析した結果を今後のサイト構築に反映することにより、顧客ニーズに応じたキャンペーンなどを実施するといった戦略的な経営が可能となります。
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第1部 認証の実装
1.1 概要
Webサイトを構築する上でユーザー認証は重要な要素です。ユーザーを認証することによって、開発者はWebサイト リソースへのユーザー アクセスを制御できます。例えば、会員制のWebサイトでは会員と非会員のユーザーを区別するためにユーザー認証を設ける必要があります。また、オンライン ショッピング サイトでは、ユーザーを認証して識別することにより、そのユーザーに対する表示商品・価格をカスタマイズすることができます。

このように、ユーザー認証を行うことにより、ユーザーに特化したサービスを提供するWebサイトを構築することができます。
第１部では、Webサイトにおけるユーザー認証の実現方法について２つの方法を説明します。
１．従来の認証方法

２．Microsoft Commerce Server 2002の認証方法
その後、Commerce Server 2002の認証方法を参考にして、Microsoft SQL Server 2000とASP.NETによるユーザー認証の実現方法を説明します。
1.2 従来の認証方法
従来の認証方法について
Webサイトにおける認証方法は基本認証、ダイジェスト認証、フォーム ベース認証等、様々な種類が存在します。認証方法によって利用する認証プロトコルや安全性に違いがあります。表1.2.1に従来の認証方法の特徴を示します。

	表1.2.1　従来の認証方法の特徴

	認証
	特徴
	概要

	基本認証
	長所
	HTTP1.0プロトコルを利用しているため、ほぼすべてのWebサーバーとブラウザでサポートされている。

	
	短所
	ユーザー名やパスワードが簡単に第三者からデコードされる恐れがある。
WindowsのユーザーID、パスワードを利用しているため、セキュリティ上好ましくない。

	ダイジェスト認証
	長所
	ユーザー名やパスワードが暗号化されている。
POP3やSMTPなどさまざまなプロトコルで利用できる。

	
	短所
	WindowsのユーザーID、パスワードを利用しているため、セキュリティ上好ましくない。

	フォーム ベース認証
	長所
	インターネット インフォメーション サービス(IIS)での認証と別処理で認証が制御されるため、認証方法を開発者がカスタマイズできる。
Windowsアカウントを必要としない。

	
	短所
	認証の実装方法をうまく行わないとセキュリティが低くなる。
セッション変数を利用するとセッションが切れた場合、再度ユーザー情報を入力する必要がある。


セキュリティの観点から考えると、Webサイトにおいて基本認証やダイジェスト認証はあまり用いられません。これは、これらの認証がWindowsのユーザーID、パスワードを直接利用しているためです。そのため、一般的にWebサイトを構築する際にはWindowsアカウントを利用しないフォーム ベース認証が利用されます。
1.3 Commerce Server 2002の認証方法
Commerce Server 2002の認証について
Commerce Server 2002では認証チケットの発行と検証によって、Webサイトを訪問するユーザーを識別します。認証チケットには、一意のユーザーIDやログイン時刻などが暗号化された形で格納されています。認証チケットはユーザーが入力したログオン情報が有効な場合のみ発行され、一時CookieやURLの一部としてユーザー側に格納されます。そして、ユーザーがWebサイト内のページにアクセスするたびに認証チケットの検証が行われ、有効な認証チケットを持っているユーザーのみページのアクセスが許可されます。

Commerce Server 2002には、認証チケットの発行と検証を行う「認証マネージャ」と「認証フィルタ」が用意されています。認証マネージャは認証チケットの発行とチケットの検証を行います。一方、認証フィルタはISAPIフィルタを利用した認証チケットの検証を行います。
また、Commerce Server 2002ではユーザー情報をプロファイルとして管理しています。プロファイルとは名前、住所、メールアドレスなどユーザーを定義する特性で、プロファイル情報はデフォルトで用意されているUserObjectテーブル等、複数のデータソースに格納されます。そして、ユーザー認証の際にはユーザーから入力されたログオン情報とこれらのデータソースとのマッチングが行われます。
図1.3.1にCommerce Server 2002での認証マネージャを利用した認証フローを示します。
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図1.3.1　認証マネージャを利用した認証

	表1.3.1　認証マネージャを利用した認証

	
	概要

	1
	ユーザーがWebサイトにアクセスすると認証マネージャにより認証チケットの有無がチェックされます。

	2
	認証チケットがない場合はログイン ページへリダイレクトされます。

	3
	ユーザーはログイン ページからログイン情報を入力します。

	4
	入力したログイン情報の検証が行われます。

	5
	有効なユーザーの場合にはチケットが発行され、デフォルト ページへリダイレクトされます。

	6
	デフォルト ページでは、認証マネージャにより、認証チケットの有無が再びチェックされます。認証チケットがある場合のみ目的のページが表示されます。


認証方法の特徴

従来の認証方法と比較すると、認証チケットによるフォーム ベース認証はクライアントに毎回新しい暗号化された認証チケット送付するため、なりすましが行われにくいことが特徴のひとつとして挙げられます。

表1.3.2に認証マネージャを利用したフォーム ベース認証の特徴を示します。

	表1.3.2　認証マネージャを利用したフォーム ベース認証の特徴

	特徴
	概要

	長所
	インターネット インフォメーション サービス(IIS)での認証と別処理で認証が制御されるため、格納するデータやデータの格納先を指定できる。

セッションに依存しないため、現在アクセスしているユーザーの情報を入手できる。
セッションとは異なり、認証チケットはクライアント側に認証情報が一時Cookieとして保存されるため、サーバーのリソースを節約できる。
認証チケットは毎回暗号化することにより、なりすましを防ぐことができる。
認証チケットに有効期限を設定することで詳細なアクセス制御を行える。

	短所
	認証の有無をチェックするASPスクリプトを埋め込めないHTMLや画像ファイルは認証チケットがなくても参照できる*。


*認証フィルタを利用するとHTMLや画像ファイルに対してもアクセス制御を行うことができます。
1.4 SQL Server 2000とASP.NETによる認証の実装
ASP.NETベースのWebサイトの認証方法について
ここでは、Commerce Server 2002の認証方法を参考にして、SQL Server 2000とASP.NETでの認証チケットを利用したフォーム ベース認証を実装します。
図1.4.1に今回紹介する認証チケットを利用したフォームベース認証の認証フローを示します。
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図1.4.1　認証チケットを利用したフォームベース認証

	表1.4.1　認証チケットを利用したフォームベース認証

	No
	概要

	1
	ユーザーがWebサイトへアクセスすると認証チケットの有無がチェックされます。

	2
	認証チケットがない場合は、Web.configファイルの設定により、ログイン情報を収集するために、ログイン ページへリダイレクトされます。その際、最初に要求されたページ（default.aspx）のURLは、別の変数に保持されます。

	3
	ユーザーはログイン ページからログイン情報を入力します。

	4
	入力したログイン情報とデータベース内のユーザー情報のマッチングが行われます。

	5
	マッチした場合、認証チケットが発行され、最初にアクセスしたページへリダイレクトされます。

	6
	再び認証チケットの確認が行われ、有効なチケットを持っている場合、ページが表示されます。


認証チケットを利用したフォーム ベース認証には.NET Frameworkクラス ライブラリのFormsAutthenticationTicketクラスとFormsAutthenticationクラスを利用します。FormsAuthenticationクラスは認証チケットの暗号化・復号化や認証チケットの削除等、認証チケットを操作するメソッドを提供します。FormsAuthenticationTicketクラスは認証チケットの情報を提供します。

これらのクラスを利用することによって、Commerce Server 2002の認証マネージャ同様、認証チケット情報を暗号化し、一時CookieやURLの一部としてユーザー側に格納できます。
以下に各クラスの主なプロパティとメソッドを示します。
	表1.4.2　FormsAuthenticationクラス

	プロパティ・メソッド名
	概要

	Property
	FormsCollkieName
	現在の設定済みCookie名を返します。

	
	FormsCooliePath
	現在の設定済みCookieパスを返します。

	Method
	Decrypt
	引数にHTTP Cookieに格納されている暗号化認証チケットを指定するとFormsAuthentificationTicketクラスのインスタンスを返します。

	
	Encrypt
	引数にFormsAuthenticationTicketオブジェクトを指定するとHTTP Cookieで使用する暗号化認証チケットを格納する文字列を生成します。

	
	SignOut
	認証チケットを削除します。


	表1.4.3　FormsAuthenticationTicketクラス

	プロパティ名
	概要

	Property
	CookiePath
	Cookieが発行されたパスを返します。

	
	Expiration
	Cookieの有効期限を取得します。

	
	IssueDate
	Cookieが発行された日時を取得します。

	
	Name
	Cookieに関連づけられているユーザー名を取得します。


認証方法の特徴

表1.4.4に.NET Frameworkクラスを利用したフォーム ベース認証の特徴を示します。

	表1.4.4　.NET Framework クラスを利用したフォーム ベース認証の特徴

	概要

	インターネット インフォメーション サービス(IIS)での認証と別処理で認証が制御されるため、格納するデータやデータの格納先を指定できる。

セッションに依存しないため、現在アクセスしているユーザーの情報を入手できる。

認証チケットは一時CookieやURLの一部に毎回暗号化して格納されるため、なりすましが防ぐことができる。

認証チケット情報は有効期限等を設定することで詳細なアクセス制御を行うことができる。


実装方法
実装概要
SQL Server 2000とVisual Studio .NETを利用したフォーム ベース認証の実装は以下のような手順で行います。
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図1.4.2　SQL Server 2000 と Visual Studio .NETを利用したフォーム ベース認証

	表1.4.5　SQL Server 2000 と Visual Studio .NETを利用したフォーム ベース認証

	No
	項目
	概要

	1
	Web.configファイルの設定
	Web.configファイルの<authentication>要素を設定します。

	2
	ログオンページの実装
	認証チケットの発行とCookieへの格納を行います。

	3
	デフォルトページの実装
	ログオンユーザー名を表示します。また、認証チケットの削除を行います。


１．Web.configファイルの設定
ここでは、Web.configファイルの設定を行います。Web.configファイルではASP.NETアプリケーションの認証方法やアクセス制御など様々な設定を行えます。Web.configファイルは図1.4.3の赤い部分となります。
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図1.4.3　Web.configファイル

フォーム ベース認証を行う際には、まず、Web.configファイルの<authentication>要素と<authorization>要素を編集して、ASP.NETにおける認証プロバイダやセキュリティの設定を行います。

<authentication>要素では認証方法とその詳細情報の設定を行います。フォーム ベース認証の場合、<authentication>要素のmode属性を「Forms」と指定します。また、<authentication>要素の下に<forms>要素を追加し、Cookie名等さらに詳細な設定を行います。
<authorization>要素ではクライアントのURLリソースへのアクセス制御を行います。<allow>要素と<deny>要素とでユーザーやロール単位でのアクセスを設定します。
以下に、認証チケットを用いたフォームベース認証でのWeb.configファイルの一部を示します。

	<authentication mode="Forms">

<forms name=".ASPXFORMSDEMO" loginUrl="logon.aspx" protection="AllL path="/" timeout="30" />

</authentication> 

<authorization>

<deny users ="?" />

<allow users = "*" />

</authorization>


以下に<authentication>と<authorization>要素内の各要素、属性値について示します。
	表1.4.6　<authentication>要素内の各要素・属性値

	要素
	属性
	概要

	<authentication>
	mode
	[mode]属性ではアプリケーションのデフォルトの認証モードを設定します。

今回はASP.NETフォーム ベース認証を行うため、「Forms」と指定します。

	<forms>
	name
	認証に利用されるHTTP Cookie名です。

今回は「.SAMPLESITEDEMO」とします。

	
	loginUrl
	有効な認証 Cookie が見つからない場合のリダイレクト先となります。今回はログオン ページの「logon.aspx」と指定します。

	
	protection
	Cookieの保護方法を指定します。

今回は「All」と設定します。この設定によって、アプリケーションはデータの妥当性検査と暗号化の両方を使って Cookie を保護します。

	
	path
	アプリケーションが発行する Cookie のパスです。今回は「/」とします。

	
	timeout
	Cookie のタイムアウトまでの所要時間を整数の分の値で指定します。

今回は「30」と設定します。


	表1.4.7　<authorization>要素内の各要素・属性値

	要素
	属性
	概要

	<authorization>
	
	クライアントのURLへのリソースを制御します。

	<allow>
	users
	リソースへのアクセスを許可するユーザーを指定します。「?」で匿名ユーザーを、「*」ですべてのユーザーを指定します。

	<deny>
	users
	リソースへのアクセスを拒否するユーザーを指定します。「?」で匿名ユーザーを、「*」ですべてのユーザーを指定します。


２．ログオン ページの実装
フォーム ベース認証を行うには、開発者が独自にログオン ページを作成する必要があります。ここでは、実際に認証を行うログオン ページ（Logon.axpx）の実装方法について説明します。
ログオン ページは認証チケットを持っていないユーザーがWebサイトを訪問した際にリダイレクトされるページです。ログオン ページへリダイレクトされるのは、前項のWeb.configファイルで「longinUrl」属性を「logon.aspx」と設定したためです。

このページからユーザーはログオン情報を入力して認証チケットを受け取ります。なお、ログオン ページは図1.4.4の赤い部分となります。
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図1.4.4　ログオン ページ

図1.4.5はログオン ページの例です。ユーザーはUserIDとPasswordを入力後、[Logon]ボタンをクリックすることによりユーザー認証が行われます。
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図1.4.5　ログオン フォーム

一般的に認証チケットを利用したフォーム ベース認証では、ログオン情報入力後、以下の処理が必要となります。
	処理１
	入力値の検証

	
	

	処理２
	データベースへの検証

	
	

	処理３
	認証チケットの発行

	
	

	処理４
	Cookie作成

	
	

	処理５
	リダイレクト設定


図1.4.6　ログオン情報入力後の処理

処理１　入力値の検証
ここではフォームに入力されたログオン情報の値を検証します。より安全なWebサイトを構築するためにはユーザーIDやパスワードのサイズをあらかじめ制限する必要があります。そして、入力されたログオン情報をユーザー情報が格納されているデータベースとマッチングを行う前に、文字制限をオーバーした入力値にはエラーを返します。
処理２　データベースとのマッチング
ここでは入力されたログオン情報とデータベース内のデータのマッチングを行います。マッチング方法はシステムによって様々な方法があります。一般的にはユーザーIDを元にユーザー情報の検索を行い、マッチしたユーザーのパスワードが入力値と一致した場合ユーザーが特定されたと定義されます。
なお、データベースへ接続する際にはユーザー情報を格納しているテーブルを読みとることのできるロールを作成し、ASP.NETユーザーに割り当てると、よりセキュリティを高めることができます。
処理３　認証チケットの発行
ここではログオン情報とデータベースのデータとがマッチしたユーザーに対して認証チケットを発行します。認証チケットの発行には、FormsAuthenticationTicketクラスとFormsAuthenticationクラスを利用します。

まず、認証チケットであるFormsAuthenticationTicketインスタンスを生成するコードを以下に示します。
	Dim AuthTick As FormsAuthenticationTicket

AuthTick = New FormsAuthenticationTicket(version  as  integer, name as string , issueDate as datetime, expiration as datetime, isPersistent as boolean, userData as string) ･･･(A)


コードの説明
	(A)
	FormsAuthenticationTicketのインスタンスを生成します。パラメータを以下に示します

	
	version
	バージョン番号

	
	name
	チケットに関連付けられているユーザー名

	
	issueDate
	Cookie発行時刻

	
	expiration
	Cookieの有効期限

	
	isPersistent
	永続Cookieの有無

	
	userData
	Cookieに格納できるユーザー定義型データ


処理４　Cookieの作成
ここでは、発行された認証チケット インスタンスを暗号化した文字列に変換し、それをもとに新しいCookieを作成します。コードを以下に示します。
	Dim cookiestr As String

Dim hc As HttpCookie

cookiestr = FormsAuthentication.Encrypt(AuthTick)　･･･(A)

hc = New HttpCookie(FormsAuthentication.FormsCookieName, cookiestr)　･･･(B)

Response.Cookies.Add(hc)　･･･(C)


コードの説明
	(A)
	FormsAuthenticationクラスのEncryptメソッドは引数のFormsAuthenticationTicketインスタンスからHTTP Cookie で使用するために適した暗号化認証チケットを格納している文字列を生成します。

	(B)
	HttpCookieクラスの新しいインスタンスを作成します。第一引数はCookieの名前、第二引数はCookieの値となります。今回は(A)で作成した暗号化認証チケット情報をCookieの値とします。

	(C)
	Cookieに設定した情報を追加します。


処理５　リダイレクト設定
ここでは、最初に要求されたページへのリダイレクトを設定します。最初に要求されたページのURL情報は[ReturnUrl] をキーとして、クエリ文字列内に挿入されています。
コードは以下のようになります。
	Dim strRedirect As String

strRedirect = Request("ReturnUrl")　･･･(A)

If strRedirect = ”” Then
strRedirect = "default.aspx"　･･･(B)
Response.Redirect(strRedirect, True)

End If


コードの説明
	(A)
	クエリ文字列から[ReturnURL]情報を取得し、リダイレクトします。

	(B)
	[ReturnURL]情報が空の場合は、Default.aspにリダイレクトします。


３．デフォルト ページの実装
ここでは認証を通ったユーザーがリダイレクトされるデフォルト ページ(default.aspx)について説明します。デフォルト ページではページ ロード時にアクセス ユーザー名をフォーム上に表示します。また、ここのページではログオフ ボタンからユーザーのログオフを行います。なお、デフォルト ページは図1.4.7の赤い部分となります。
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図1.4.7　デフォルト ページ

図1.4.8はデフォルト ページの例です。アクセスしたユーザー名がラベルに表示されます。また、ログオフ ボタンをクリックすることにより、一時Cookie情報が破棄され、ログオン ページへリダイレクトされます。
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図1.4.8　デフォルト ページ

以下に、ログオン ユーザー名を表示するコード例を示します。

	lbl_Msg.Text = "ようこそ " & User.Identity.Name & "さん"　･･･(A)


コードの説明
	(A)
	PageクラスのUserプロパティを利用して、ページ要求を行っているユーザーの情報を表示します。


ユーザーのログオフは以下のようなコードとなります。
	FormsAuthentication.SignOut()
　･･･(A)

Response.Redirect("logon.aspx", True)　･･･（B）


コードの説明

	(A)
	FormsAuthenticationのSignOutメソッドを利用することにより、一時Cookie情報を削除します。

	(B）
	Cookie情報が削除されたため、ユーザーをログオン ページ(logon.aspx)にリダイレクトします。


第１部では、Webサイトでのユーザー認証方法について「従来の認証方法」、「Commerce Server 2002の認証方法」について学びました。また、SQL Server 2000とASP.NETで実際にCommerce Server 2002の認証方法をサンプル プログラムを交えて紹介しました。
第２部 カタログの作成と商品の追加
2.1 概要
カタログとは、商品情報の画像や値段、コメントといったプロパティを表すことによって、訪れたユーザーに具体的な商品イメージを伝える有効な手段です。

カタログはオンライン ショッピング サイトにおいて非常に重要な要素であり、実際に商品を陳列することによりユーザーに商品情報を伝えるインターフェースの役割を持っています。当然、カタログがなければオンライン ショッピング サイトの構築はありえません。

近年では、オンライン ショッピング サイトも著しく発展し、カタログはただ商品を陳列するだけでなく、商品のカテゴリ関連付けや商品検索機能、またユーザーのニーズに合わせた商品の紹介など、多種多様な機能の必要性が迫られています。

第２部では、Webサイトにおけるカタログの実現方法について２つの方法を説明します。
１．従来のカタログ

２．Microsoft Commerce Server 2002のカタログ
その後、Commerce Server 2002の実装例を参考にして、Microsoft SQL Server 2000とASP.NETを利用したカタログページの構築方法を説明します。

2.2 従来のカタログ

従来のカタログの概要

従来のWebサイトにおけるカタログでは、データベースにあるすべての商品情報をテーブル上に表示してきました。ユーザーが持っている特性（性別、年代、会員・非会員）とはまったく関係なくすべてのユーザーに同じカタログを表示します。また、カタログの中には図2.2.1のように、カテゴリごとに分類して商品を表示するものもあります。その場合、商品のテーブルにカテゴリ情報を付加し、選択されたカテゴリのみ表示するような仕組みを作成する必要があります。このようにカテゴリを用いることにより、ユーザーは商品の選択をより簡単に行えるようになりました。しかし、通常、すべてのユーザーには同じカテゴリが表示され、カテゴリ選択後に購入可能な商品や値段も変わりません。
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図2.2.1　従来のカタログ

一般に従来のオンライン ショッピング サイトでは、カタログ表示を実装するために、次のような方法を用いています。

1. 商品情報をデータベースの商品テーブルに格納する。

2. ASPによりADO等のオブジェクト ライブラリを使用してデータベースに接続する。

3. データベースから取得した商品情報をHTMLによって表示する。

しかし、従来のASPではユーザー インターフェースが豊富とは言えず、例えば「商品をグリッド表示する」といった手法を使う際、Webサイト構築には知識や労力が必要でした。

例えば、カタログのページングを例にとって見ましょう。カタログはテーブルタグで表現し、商品を10件ごとに別ページを表示します。このような小さな機能でも、ASPにはデータアクセスに特化したユーザー インターフェースが存在しないために、ロジックを作成しなくてはいけません。

従来のカタログの特徴

表2.2.1に従来のカタログの特徴を示します。

	表2.2.1　従来のカタログの特徴

	特徴
	概要

	長所
	データベース中にカタログに関するテーブルが少ないので管理が比較的容易である。

	短所
	ユーザーと商品データは関連付いていない為、全ユーザーに対して同一のカタログを表示することになる。

また、カタログ表示の為に、スクリプト言語等によりロジックを作成する必要がある。


2.3 Commerce Server 2002のカタログ
Commerce Server 2002のカタログ概要

Commerce Server 2002 では、ビジネス デスクと呼ばれるCommerce Server 独自のユーザー インターフェースを利用してカタログの作成を行います。このビジネス デスクはWebサイト毎にCommerce Server 2002 によって作成されるアプリケーションのことであり、ユーザーや注文の管理、分析等を簡単に行えます。

Commerce Server 2002 のカタログは、カタログ・カテゴリ・商品・商品バリエーションといった要素から構成されています。従来のように単一のテーブルにカタログ情報が格納されているのではなく、階層的に結びついたこれらの要素がCommerce Server 2002 固有のテーブルに分散して格納されます。さらにカタログは基本カタログ、仮想カタログに分類されます。

図2.3.1にCommerce Server 2002 のカタログ構成図を示します。
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図2.3.1　Commerce Server 2002 のカタログ構成図

ここではファッションに関するオンライン ショッピング サイトを例にあげています。

カタログ要素の一番上には仮想カタログとして「ファッション カタログ」が存在します。「ファッション カタログ」には、「洋服」、「靴」、「アクセサリー」といった基本カタログに関連付いています。基本カタログには、カテゴリと商品のデータおよび、それらの階層構造データを含んでいます。カテゴリは、複数の階層構造を持つことが可能であり、ここでは「男性用」、「女性用」、「ジャケット」、「Yシャツ」などを示します。カテゴリの下には商品が定義されます。ここでは「ジャケットA」が商品にあたります。また、商品には「サイズ」や「色」といった同じ商品内での種類を示すバリエーションを定義することが可能であり、バリエーション別に価格を設定することも可能です。

表2.3.1にCommerce Server 2002のカタログ要素の概要を示します。

	表2.3.1　Commerce Server 2002 のカタログ要素

	要素
	概要

	基本カタログ
	商品とカテゴリを含み、商品データとして一番大きな単位となる。

	仮想カタログ
	基本カタログの情報を元に、ひとつの新しいカタログとして登録する機能。

様々なカスタマイズが可能。（価格ルール等）

	カテゴリ
	商品データを分類するもの。カテゴリの下に子カテゴリを持たすことも可能。

	商品
	従来の商品情報を表す。複数のカテゴリ下に属することができる。

	商品バリエーション
	ひとつの商品の中で、固有のプロパティによって分類したもの。


仮想カタログ

Commerce Server 2002 で使用するカタログの大きな機能として仮想カタログがあげられます。

仮想カタログはひとつまたは複数の基本カタログを含み、様々なカスタマイズをすることによって別カタログとしてデータストアに登録するための機能です。

仮想カタログには、価格ルールが設定することが可能です。例えば、会員用の仮想カタログとして20％割引の価格ルールを設定した基本カタログAをセットして、通常ユーザー用の仮想カタログには価格ルールは設定していない基本カタログAをセットします。これにより同じ基本カタログAを参照する場合であっても、会員と通常ユーザーでは価格の違ったカタログを参照することが可能です。

また、複数の仮想カタログをひとつのグループとして登録することができます。この仮想カタログのグループをカタログ セットと言い、ユーザーやユーザーグループに割り当てることでユーザーごとにアクセスできる仮想カタログを設定できます。上の例では、会員には、会員用仮想カタログを含むカタログ セットを割り当て、通常ユーザーには通常ユーザー用の仮想カタログを含んだカタログ セットを割り当てます。

テーブル構成
Commerce Server 2002 ではこれらのカタログに関する情報はWebサイト毎にひとつのデータベースが作成され、多数のテーブルに格納されます。

以下に仮想カタログとカタログセットに関する代表的なデータ テーブルの主要なフィールドを抜き出し説明します。

● [UserObject]テーブル
UserObjectテーブルはユーザー情報を格納したテーブルです。[u_user_catalog_set]フィールドは、該当ユーザーに割り当てられたカタログセットIDを表します。カタログセットの設定がない場合はWeb.configファイルの設定により、デフォルトのカタログを割り付けます。

	表2.3.2　UserObjectテーブルフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	○
	u_logon_name
	ログイン名

	
	u_user_catalog_set
	カタログセットID

	
	…
	…


●[CatalogSet_Info]テーブル
CatalogSet_Infoテーブルはカタログセットの定義情報が格納されます。

カタログセットID(CatalogSetID)、カタログセット名(CatalogSetName)等の情報を有しています。

	表2.3.3　CatalogSet_Infoテーブルフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	
	CatalogSetID
	カタログセットID

	○
	CatalogSetName
	カタログセット名

	
	…
	…


●[CatalogSet_Catalogs]テーブル 
CatalogSet_Catalogsテーブルはそれぞれのカタログセットに含まれる仮想カタログの情報を格納します。

ひとつのカタログセットには複数の仮想カタログをセットすることが可能です。

	表2.3.4　CatalogSet_Catalogsテーブルフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	○
	CatalogSetID
	カタログセットID

	○
	CatalogName
	仮想カタログ名


●[<CatalogName>_CatalogIncludedProductsAndCategories] テーブル  
<CatalogName>_CatalogIncludedProductsAndCategoriesテーブルはビジネスデスクから仮想カタログを作成する際に、データストアに作成されるテーブルのひとつです。<CatalogName>には仮想カタログ名が入ります。このテーブルは該当する仮想カタログに包含されるひとつまたは複数の基本カタログを設定しています。仮想カタログに仮想カタログを包含することは出来ません。

	表2.3.5　<CatalogName>_CatalogIncludedProductsAndCategoriesテーブルフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	○
	CatalogName
	基本カタログID

	
	Type
	包含ルール

	○
	OID
	カタログID


●[<CatalogName>_CatalogPricingRules] テーブル  
<CatalogName>_CatalogPricingRulesテーブルも、仮想カタログ作成時に作られるテーブルのひとつで、該当仮想カタログ内の価格ルールを設定します。

価格ルールは、包含している基本カタログのOIDで設定が可能で、指定されたOID下のアイテム（商品・カテゴリ）について適用されます。

価格ルールの種類は「設定価格」、「値引」、「値引率」など、様々な形式で設定が可能です。

<CatalogName>には仮想カタログ名が入ります。

	表2.3.6　<CatalogName>_CatalogPricingRules テーブルフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	○
	CatalogName
	基本カタログ名

	○
	OID
	OID

	
	AdjustmentType
	ルールの種類

	
	Amount
	値


●[<CatalogName>_CatalogProducts] テーブル  
<CatalogName>_CatalogProductsは、基本カタログ内のProduct情報を含みます。このテーブルは、ビジネスデスクによる基本カタログ作成時に自動的に作成される基本カタログ固有のテーブルのひとつです。テーブル内ではカテゴリと商品は同等に扱われ、それらの階層構造は[oid]列と[ParentOID]列によって表現されます。

なお、このテーブルはカタログ内の商品の有するプロパティによって、列数が変わります。

<CatalogName>には仮想カタログ名が入ります。

	表2.3.7　<CatalogName>_CatalogProducts テーブルフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	
	CategoryName
	カテゴリ名

	○
	Oid
	OID

	
	OriginalPrice
	基準価格

	
	ParentOID
	親OID

	
	ProductID
	商品ID

	
	…
	…


Commerce Server 2002のカタログの特徴

Commerce Server 2002 におけるカタログ機能の特徴を表2.3.8に示します。

	表2.3.8　Commerce Server 2002 におけるカタログ機能の特徴

	概要

	仮想カタログを実装することにより、実体となる基本カタログを変更することなく、商品価格の割引等、様々なカスタマイズが可能である。

カタログ セットによって、ユーザー別に固有のカタログを参照させることが可能である。

Commerce Server 2002 基本クラス ライブラリ（BCL)に様々なカタログ クラス ライブラリを設けているので、カタログデータの取得が容易となり、コーディングの負担が減る。


2.4 SQL Server 2000とASP.NETによるカタログの実装
仮想カタログとカタログ セットの実装

ここでは、Commerce Server 2002 の仮想カタログおよびカタログ セットの概念を参考に、SQL Server 2000とVisual Studio .NETによって以下の機能を実装したWebサイトを構築します。

· 仮想カタログの概念を取り入れ、男性用・女性用の仮想カタログを実装する。

· カタログ セットの概念を取り入れ、ログイン ユーザー別に、違った仮想カタログを参照させる。

· 女性用仮想カタログには価格セットを取り入れ、同じ基本カタログの商品でも割引を適用する。

図2.4.1は、今回実装するカタログの概要を示しています。
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図2.4.1　 SQL Server 2000とASP.NETによるカタログ概要

男性ユーザーは、ユーザー データに男性用カタログ セットが割り当てられています。男性用カタログ セットには仮想カタログであるMen’s Catalogを含み、さらにMen’s Catalogには、男性用商品を登録した基本カタログのMen’s Partsおよび、男女共用の商品を登録したUnisex Partsを含んでいます。Men’s Catalogには価格ルールは設定されていないので、二つの基本カタログは基本カタログ内で設定されたオリジナルの価格が表示されます。

また、女性ユーサーには、ユーザー データとして女性用カタログ セットが割り当てられています。女性用カタログ セットには仮想カタログのLadies’ Catalogを含み、さらにLadies’ Catalogには、女性用商品を登録した基本カタログのLadies’ Partsおよび、男女共用の商品を登録したUnisex Partsを含んでいます。また、Ladies’ Catalogには、価格ルールが設定してあり、Unisex Parts内の全商品に20％引きの価格ルールを設定します。

これにより、Unisex Parts内の商品において男性ユーザーと女性ユーザーの間に価格の格差を実現します。

テーブル構成
はじめにテーブルの構成を説明します。ここで使用するテーブルは、以下の７つのテーブルです。各テーブルはCommerce Server 2002 のテーブル構成を参考に作成されています。

	表2.4.1　OnlineCatalogデータベースのテーブル構成

	テーブル
	概要

	UserProfiles
	ユーザーの管理テーブルです。

カタログセットの割り振り情報を含みます。

	CatalogGlobal
	カタログの管理テーブルです。仮想カタログ・基本カタログの区別なく格納されます。

	Catalogs
	基本カタログの詳細です。すべての基本カタログがひとつのテーブルを使用します。

	CatalogSets
	カタログセットの詳細です。カタログセットで参照可能な仮想カタログが格納されます。

	Categorys
	カテゴリ管理テーブルです。

	IncludedCatalogs
	仮想カタログの包含する基本カタログ情報です。

	Products
	商品情報テーブルです。


各テーブルのフィールド構成について説明します。

●UserProfilesテーブル

UserProfilesテーブルは、表のようなフィールドで構成されるユーザー定義テーブルです。従来は様々なユーザープロパティを格納しますが、今回は最低限必要な、ユーザーID（UserID）、パスワード（Password）、割り当てられたカタログセットID（CatalogSetID）のみとします。

[CatalogSetID]列は、後で紹介するCatalogGlobalテーブルで定義されたカタログセットの一意なIDです。

	表2.4.2　UserProfilesテーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	既定値

	UserID
	varchar
	20
	○
	
	

	Password
	varchar
	20
	
	
	

	CatalogSetID
	char
	6
	
	
	


●CatalogGlobalテーブル

CatalogGlobalテーブルは、表のようなフィールドで構成されるカタログ定義テーブルです。すべての仮想カタログ、基本カタログはこのテーブルに格納されます。一意なカタログID（CatalogID）、カタログ名を定義します。仮想カタログの場合、[IsVirtualCatalog]フィールドには「1」が格納されます。（基本カタログの場合、「0」を格納）

	表2.4.3 CatalogGlobalテーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	既定値

	CatalogID
	char
	6
	○
	
	

	CatalogName
	varchar
	50
	
	
	

	IsVirtualCatalog
	char
	1
	
	
	


●Catalogsテーブル

Catalogsテーブルは、表のようなフィールドで構成されるカタログテーブルです。基本カタログの要素（カテゴリ、商品）を定義します。要素の階層構造は[ItemID]と[ParentID]によって表現されます。[ParentID]はその要素の親にあたる要素の[ItemID]が格納されます。

要素がカテゴリの場合は、 [CategoryID]と[CategoryItemID]にCategoriesテーブルで定義されたカテゴリを格納し（[ProductID]にはNull値）、商品の場合は、[ProductID]にProductsテーブルで定義された商品を格納します（[CategoryID][CategoryItemID]にはNull値）。

	表2.4.4　Catalogsテーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	既定値

	CatalogID
	char
	6
	○
	
	

	ItemID
	char
	2
	○
	
	

	ParentID
	char
	2
	
	
	

	CategoryID
	char
	6
	
	○
	

	CategoryItemID
	char
	2
	
	○
	

	ProductID
	char
	6
	
	○
	


●CatalogSetsテーブル

CatalogSetsテーブルは、表のようなフィールドで構成されます。カタログセットに割り当てられた仮想カタログを定義します。

	表2.4.5　CatalogSetsテーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	既定値

	CatalogSetID
	char
	6
	○
	
	

	CatalogID
	char
	6
	
	
	


●Categoriesテーブル

Categoriesテーブルは、表のようなフィールドで構成され、カタログ内のカテゴリを設定します。固有のカテゴリに対して[ItemID]の値が「0」のレコードの[CategoryName]フィールドにカテゴリの種類（例えば「素材」）を登録し、[ItemID]の値が「1」以降にカテゴリのアイテム（例えば「絹」「ナイロン」等）を格納します。

	表2.4.6　Categoriesテーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	既定値

	CategoryID
	char
	6
	○
	
	

	ItemID
	char
	2
	○
	
	

	CategoryName
	varchar
	50
	
	
	

	Comment
	varchar
	255
	
	○
	


●IncludedCatalogsテーブル

IncludedCatalogsテーブルは、表のようなフィールドで構成され、仮想カタログが包含する基本カタログの明細を格納します。ひとつの仮想カタログにひとつまたは複数の基本カタログを含ませることが可能で、[VirtualCatalogID]フィールドに仮想カタログIDを、[CommonCatalog]フィールドに基本カタログIDを格納します。

また、このテーブルでは「価格ルール」を設定可能です。価格ルールは基本カタログに対して設定可能で、指定された基本カタログの全アイテム（商品）に一律で適用されます。価格ルールを設定する場合は、該当するレコードの[DiscountRate]フィールドに適応したい割引率（％）を設定します。例えば20％引きを設定したい場合は「20」を格納します。割引を設定しない場合は「0」またはNullを設定します。

	表2.4.7　IncludedCatalogsテーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	既定値

	VirtualCatalogID
	char
	6
	○
	
	

	CommonCatalogID
	char
	6
	○
	
	

	DiscountRate
	int
	4
	
	○
	


●Productsテーブル

Productsテーブルは、表のようなフィールドで構成される商品定義テーブルです。カタログに含まれる商品は、このテーブルで詳細定義されます。従来の商品定義では、様々なプロパティを格納していますが、ここでは最低必要な「商品名」（Product）、金額（Price）および「コメント」（Comment）のフィールドを用意しています。

	表2.4.8　Productsテーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	既定値

	ProductID
	char
	6
	○
	
	

	ProductName
	varchar
	80
	
	
	

	Price
	int
	4
	
	
	

	Comment
	varchar
	255
	
	○
	


リレーションシップの構成

データベースにおけるテーブル間のリレーションシップは、図2.4.2で示されるダイアグラムのように構成されます。また表2.4.9は、図2.4.2に示される各リレーションシップの詳細な設定情報です。
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図2.4.2　リレーションシップ構成
	表2.4.9　リレーションシップ構成の詳細

	主キーテーブル
	主キー列
	外部キーテーブル
	外部キー列

	Categories
	CategoryID
	Catalogs
	CategoryID

	
	ItemID
	
	CategoryItemID

	Products
	ProductID
	Catalogs
	ProductID

	CatalogGlobal
	CatalogID
	Catalogs
	CatalogID

	CatalogGlobal
	CatalogID
	IncludedCatalogs
	VirtualCatalogID

	CatalogGlobal
	CatalogID
	IncludedCatalogs
	CommonCatalogID

	CatalogGlobal
	CatalogID
	CatalogSets
	CatalogID

	CatalogSets
	CatalogSetID
	UserProfiles
	CatalogSetID

	Catalogs
	ItemID
	Catalogs
	ParentID


サンプルデータ

次の章から作成するカタログサービスや、オンラインショッピングサイトで利用するサンプルデータは付録のCatalogDB_DataLoad.sqlによって生成することが出来ます。

カタログの表示

上記のテーブル構成、リレーションシップ、サンプルデータにより、カタログの構成は出来上がりました。次は実際にWebサイトにカタログを表示する方法を説明します。
コントロール配置
今回は、先ほど作成したデータベースに直接アクセスし、Visual Studio .NET の代表的なデータ連結リスト コントロールであるDataGrid コントロールとDataList コントロールによってカタログを表現します。

図2.4.3にWebサイトのカタログ表示イメージを示します。
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図2.4.3　カタログ表示イメージ
Logon.aspxで認証を受けたユーザーはDefault.aspxにリダイレクトされます。認証方法の詳細は本書の第１部を参照ください。Default.aspxではDataListコントロールで、ユーザーに割り当てられたカタログ セットに関連付いた仮想カタログを参照し、包含された基本カタログの一覧を表示します。
次にDefault.aspxの画面レイアウトを説明します。実際の画面のデザインを図2.4.4に示します。
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図2.4.4　Default.aspx 画面レイアウト
はじめにDataList コントロールとButton コントロールを貼り付けます。DataList コントロールの項目テンプレートを開き、ItemTemplate セクションにLabel コントロールとDataGrid コントロールを配置します。

コントロールの名前は以下のように設定します。

	表2.4.10　コントロールの名前

	コントロール種別
	名前

	DataList
	dlCatalogs

	Button
	btnLogoff

	Label
	lblCatalogName

	DataGrid
	dgProduct


基本カタログ名の取得
DataList コントロールには、ユーザーIDから、参照できる基本カタログを取得する必要があります。これには、OleDbDataAdapter オブジェクトのSelectCommand.CommandTextプロパティに次のSelectクエリを設定します。
	SELECT  D.CatalogName, A.CatalogSetID, B.CatalogID, 
C.CommonCatalogID, D.CatalogName, B.CatalogSetID

FROM   UserProfiles A   

INNER JOIN CatalogSets B ON A.CatalogSetID = B.CatalogSetID   

          INNER JOIN IncludedCatalogs C ON B.CatalogID = C.VirtualCatalogID   

          INNER JOIN CatalogGlobal D ON C.CommonCatalogID = D.CatalogID   

WHERE  A.UserID = ?

ORDER BY B.CatalogID, C.CommonCatalogID


UserIDはログインするユーザーによって決められるので、パラメータ マーカー（?）を使用します。このOleDbDataAdapter オブジェクトからDataSet オブジェクトを生成し、DataList コントロールのDataSouce プロパティに設定します。

DataList コントロールに割り当てるOleDbDataAdapter オブジェクトおよびDataSetオブジェクトの名前は以下の通りとします。

	表2.4.11　オブジェクトの名前

	オブジェクト種別
	名前

	OleDbDataAdapter
	daGetCatalogs

	DataSet
	dsCatalogs


基本カタログデータの取得
DataGrid コントロールでは、カテゴリ、商品の詳細まで取得するので、OleDbDataAdapte オブジェクトのSelectCommand.CommandText プロパティに次のSelect クエリを設定します。
	SELECT              A.UserID, A.CatalogSetID, B.CatalogID, C.CatalogName, D.CommonCatalogID, 

                      E.CatalogName AS CommonCatalogName, F.CategoryID, F.CategoryItemID, 

                      G.CategoryName, F.ItemID, H.ProductID, I.ProductName, I.Comment, I.Price, 

                      I.Price - CONVERT(Int, I.Price * (CONVERT(NUMERIC, D.DiscountRate) / 100)) 

                      AS S_Price

FROM            UserProfiles A INNER JOIN

                      CatalogSets B ON A.CatalogSetID = B.CatalogSetID INNER JOIN

                      CatalogGlobal C ON B.CatalogID = C.CatalogID INNER JOIN
                      IncludedCatalogs D ON B.CatalogID = D.VirtualCatalogID INNER JOIN

                      CatalogGlobal E ON D.CommonCatalogID = E.CatalogID INNER JOIN

                      Catalogs F ON D.CommonCatalogID = F.CatalogID INNER JOIN

                      Categories G ON F.CategoryID = G.CategoryID AND 

                      F.CategoryItemID = G.ItemID INNER JOIN

                      Catalogs H ON F.CatalogID = H.CatalogID AND 

                      F.ItemID = H.ParentID INNER JOIN

                      Products I ON H.ProductID = I.ProductID

WHERE           (F.ParentID = '01') AND (A.UserID = ? )

ORDER BY     D.CommonCatalogID, F.CategoryID, F.CategoryItemID


前のOleDbDataAdapter オブジェクトと同様に、所得するカタログ内容はログインしたユーザーのUserIDに委ねられるので、パラメータ マーカーを使用しています。また、DataGrid コントロールは、UserIDだけではなく、基本カタログ名も必要なため、DataView オブジェクトを使用します。DataView オブジェクトのTableプロパティにはOleDbDataAdapter オブジェクトによって生成されたDataSet オブジェクトを割り当てます。

DataView オブジェクトのRowFilter プロパティの設定は後でソース中に行います。DataGrid コントロールのDataSorce プロパティには、作成したDataView オブジェクトを設定します。

DataGrid コントロール用に生成された各オブジェクトの名前は以下の通りとします。

	表2.4.12　オブジェクトの名前

	オブジェクト種別
	名前

	OleDbDataAdapter
	daGetProduct

	DataSet
	dsProducts

	DataView
	dvProduct


ソースの説明
次にソースを説明します。Default.aspxのソースを次に示します。

	Imports System.Web.Security
Private Sub Page_Load(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles MyBase.Load

' ページを初期化する ユーザー コードをここに挿入します。

If Not IsPostBack Then

            daGetCatalogs.SelectCommand.Parameters("UserID").Value = User.Identity.Name　-----(A)

            daGetProduct.SelectCommand.Parameters("UserID").Value = User.Identity.Name 

            daGetCatalogs.Fill(dsCatalogs) -----(B)

            daGetProduct.Fill(dsProducts)

            dlCatalogs.DataBind()

            Dim i As Integer

            For i = 0 To dlCatalogs.Items.Count – 1　-----(D)

                dvProduct.RowFilter = "CommonCatalogID = '" & dsCatalogs.Tables(0).Rows(i).Item("CommonCatalogID") & "' " ---(E)

                dlCatalogs.Items(i).Controls(3).DataBind() ---(F)

            Next

End If

End Sub


ここではPage_Loadイベントのソースを中心に説明します。ログオフボタンの実装方法の詳細は本書の第１部を参照ください。

(A)では、先ほどコンポーネント デザイナによって、作成したOleDbDataAdapter オブジェクトのSelectCmd.Parameterの値を設定しています。CommandTextプロパティにパラメータ マーカーを使用したことで、すでに（”UserID”）パラメータが自動生成されていますので、ここでは値を設定するだけです。PageクラスのUser プロパティを利用して、ページ要求を行っているユーザーのユーザー名を設定しています。

(B)は、OleDbDataAdapter オブジェクトのFill メソッドによって、Dataset オブジェクトのレコードを更新します。

(C)でDataList コントロールをデータ ソースに連結します。

(D)のFor ステートメント内でDataListコントロール中のすべての行に含まれるDataGridコントロールに対して(E)、(F)の処理を行います。

(E)は、デザイン時に作成したDataView オブジェクトのRowFilter プロパティを設定します。DataList コントロールの行ごとに基本カタログは変更するので、DataList コントロール用のDataSet オブジェクトから基本カタログ名を所得し、DataView オブジェクトのRowFilter プロパティに設定します。その後、DataGrid コントロールのデータ ソースであるDataView オブジェクトに変更があった為に、(F)でデータ バインドを行います。
実行結果

これで実装は終わりました。実際にユーザーの性別によって、表示されるカタログが変更されることを確認します。

作成したWebサイトにアクセスすると、ログイン画面が表示されます。

男性ユーザー「endo」でログインした画面を下に示します。画面にはMen’s Parts およびUnisex Partsの基本カタログの内容が表示されます。それぞれの金額は基本カタログで設定したオリジナルの価格です。
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図2.4.5　男性ユーザー用カタログ画面
次に女性ユーザーの「suzuki」でログインした画面を示します。画面には女性用の基本カタログであるLadies’ Catalogおよび、男女兼用の基本カタログ、Unisex Partsが表示されます。女性ユーザーの場合、仮想カタログにおいてUnisex Partsに対しての価格ルールが設定されているので、オリジナルの価格から20％引きの価格が表示されます。
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図2.4.6　女性ユーザー用カタログ画面

今回の例では、汎用性を持たすために、ユーザー管理テーブルにカタログ セット フィールドを設けて、個人毎にカタログ セットを設定するという方法を持たせましたが、場合によっては、ユーザーのひとつまたは複数の特性フィールドとカタログ セットとの関連テーブルを用意して、ユーザーのある特性によってカタログ セットを自動的に割り付けることも可能です。
SQL Server 2000とASP.NETによるカタログの特徴

SQL Server 2000とASP.NETによるカタログの特徴を表2.4.13に示します。

	表2.4.13　 SQL Server 2000とASP.NETによるカタログの特徴

	特徴
	概要

	長所
	仮想カタログを実現している為、ユーザー情報に関連付いたカタログを表示することが可能である。

価格ルールによって、仮想カタログ内の基本カタログ毎に割引値を設定することが可能である。

DataList コントロールやDataGrid コントロールといったデータ連結可能なコントロールを実装しているので、カタログ表示が容易である。

	短所
	データベース中にカタログに関するテーブルが複数存在するので、従来よりも管理が複雑となる。


付録

今回のテキストブックで使用したデータベースのテーブルおよびデータのスクリプトファイルを添付しています。付録スクリプトファイルの概要を表2.5.1に説明します。

	表2.5.1　付録スクリプトファイル

	ファイル名
	名前

	CatalogDB_Constraint.sql
	「SQL Server 2000とASP.NETによるカタログの実装」で使用したデータベースのテーブル生成スクリプトファイル。

	CatalogDB_DataLoad.sql
	「SQL Server 2000とASP.NETによるカタログの実装」で使用したデータベースのデータ生成スクリプトファイル。


第２部では、Webサイトでのカタログ実装方法について「従来のカタログ実装」、「Commerce Server 2002のカタログ実装」について学びました。また、SQL Server 2000とASP.NETで実際にCommerce Server 2002のカタログ実装をサンプル プログラムを交えて紹介しました。
第３部　オーダー システム
3.1 概要
第３部では、オンライン ショッピング サイトにおけるオーダー システムについて説明します。オーダー システムは、オンライン ショッピング サイトにおいてコマースの要となる機能です。ここでのオーダー システムは、一時的に商品を格納しておくバスケット機能から、ユーザーが送り先を指定し注文を確定するまでの処理を表します。ユーザーとオンライン ショッピング サイト間の決済処理については今回のトピックには含みません。

本書の第1部、第2部に加えて今回のオーダー システムを実装することにより、オンライン ショッピング サイトとして機能することができます。

第３部では、Webサイトにおけるオーダー システムの実装について２つの方法を説明します。
１．従来のオーダー システム

２．Microsoft Commerce Server 2002のオーダー システム
その後、Commerce Server 2002の実装例を参考にして、Microsoft SQL Server 2000とASP.NETを利用したオーダー システムの実装方法について説明します。

3.2 従来のオーダー システム

従来のオーダー システム概要

従来のオンライン ショッピング サイトにおけるオーダー システムは、データベースを使用して次のような機能を実装します。

１．バスケット機能

ユーザーはオンライン ショッピング サイトにログインすると、カタログから商品を選択することが出来ます。選択された商品はその場で発注されるのではなく、一時的に保存されます。この保存される領域をバスケットやカート等と呼ばれ、ユーザーの意思によって発注を確定するまでの間、商品を何度も出し入れすることが可能です。バスケットに使われる保存領域は、サイトによって異なりますが通常はセッション変数を使用するか、データベースにバスケット テーブルを作成することによって割り当てられます。バスケットの情報をデータベースによって実装する場合は、ユーザーがバスケットに商品を格納した状態で、注文確定を実行せずにサイトを離れた場合でもバスケットの内容は保持されます。これにより、次にサイトを訪問したときにも、保存されたバスケットを利用することが出来ますが、バスケット テーブルは長期間運用されるにしたがって、レコードは増え続け、収集のつかないことになる恐れがあります。この対策として、バスケット テーブルの定期的なメンテナンスが必要となります。

はじめにデータベースのバスケット テーブルについて説明します。表3.2.1に一般的なバスケット テーブルのフィールド構成を示します。

	表3.2.1　Basket テーブルのフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	○
	UserID
	ユーザー識別ID

	○
	ProductID
	商品ID

	
	Quentity
	数量

	
	RefixDate
	登録日時


バスケット テーブルはユーザー識別IDと商品IDを主キーとしたテーブルです。

ユーザーが商品を選択し、バスケットに追加し、バスケットの内容を削除する等といったバスケットに関する処理はストアド プロシージャによって実行されます。表3.2.2にバスケットに関する主な処理を示します。

	表3.2.2　 バスケット関連のストアド プロシージャ

	ストアド プロシージャ名
	説明

	AddToBasket
	選択した商品をバスケットに追加します。

バスケット テーブルにログイン ユーザー IDと選択された商品IDに該当するレコードを検索し、存在する場合はQuentityに指定の個数を追加し、更新します。該当レコードが存在しない場合にはレコードを追加します。

	EditBasket
	バスケットの中身を変更します。通常、既存レコードの数量（Quentity）を変更し、更新する処理となります。

	ClearBasket
	指定したユーザーに該当するレコードをすべて削除します。


２．注文確定処理

ユーザーはバスケットに選択した商品を格納した後、バスケットの内容を注文確定します。これによりバスケットの内容を注文リストに移行する処理が発生します。注文リストは、複数のテーブルによって実装する例が多いようですが、ここでは比較的にシンプルな２つのテーブルを使った例を説明します。

図3.2.1は注文確定時の処理を表します。ユーザーが注文確定すると、Basketテーブルの内容をOrderForm テーブルおよびOrderFormDetail テーブルにコピーし、その後Basket テーブルを空にします。また、ユーザー インターフェースにより送り先の情報をユーザーによって入力させ、OrderForm テーブルに格納します。
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図3.2.1　注文確定時の処理イメージ

確定後の注文に関するテーブルの例を下記に示します。

●OrderForm テーブル  
１回の注文に関する情報を格納するトランザクション テーブルです。送り先に関するフィールドや合計金額に関するフィールドを有しています。

	表3.2.3　OrderForm テーブルのフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	○
	OrderFormID
	オーダーの一意なID

	
	UserID
	発注者のユーザーID

	
	SubTotal
	商品の小計

	
	TaxTotal
	税金の小計　

	
	Sipping
	送料

	
	Total
	合計金額

	
	RefixDate
	発注日

	
	ReceiverName
	送り先氏名

	
	ReceiverAddress
	送り先住所

	
	ReceiverTelephon
	送り先電話番号


●OrderFormDetail テーブル  
注文の詳細を格納するトランザクション テーブルです。OrderFormテーブルにセットされた商品、数量のフィールドを含んでいます。

	表3.2.4　OrderFormDetail テーブルのフィールド構成

	PK
	列名
	説明

	○
	OrderFormID
	オーダーの一意なID

	○
	ItemID
	OrderForm内のアイテムID

	
	ProductID
	商品ID

	
	Quentity
	数量


従来のオーダー システムの特徴

表3.2.5に従来のオーダー システムの特徴を示します。
	表3.2.5　従来のカタログの特徴

	特徴
	概要

	長所
	データベース中にオーダーに関するテーブルが少ないので管理が比較的容易である。

	短所
	定期的に放置されたバスケットを管理する処理が別に必要である。

	
	ユーザーが定期的に同じ内容の注文をする場合でも、その都度バスケットに商品をセットする必要がある。


3.3 Commerce Server 2002のオーダー システム
Commerce Server 2002のオーダー システム概要

Commerce Server 2002 においても、バスケットやオーダーといった基本的理念は変わりません。ただしCommerce Server 2002ではこれらの注文情報はすべてオブジェクトとして扱われます。
図3.3.1にCommerce Server 2002のオーダー オブジェクトの構造を示します。
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図3.3.1　Commerce Server 2002 オーダー オブジェクト構成

オーダーは、OrderGroup オブジェクトで構成され、OrderFormCollectionおよびOrderAddressCollectionで構成されます。OrderFormCollectionは0個以上のOrderForm オブジェクトを含みます。OrderForm オブジェクトは注文伝票に相当し、発注者の情報や、合計金額といった情報を含みます。

OrderForm オブジェクトに含まれる商品の明細情報は、商品の種類毎にLineItem オブジェクトに格納されます。LineItem オブジェクトが有する情報は、商品に関する情報、数量、小計などが含まれます。

OrdderAddressCollection 中のOrderAddress オブジェクトは送り先に関する情報を含んでいます。

OrderGroup オジェクトは注文の流れにおけるステータスで以下のように定義されます。

１．Basket オブジェクト

商品や必要な情報（送り先情報など）をバスケットに保持している状態がBasket オブジェクトとなります。Basket オブジェクトを保存した場合、データベース中のBasketGroup テーブルに保存されます。BasketGroupテーブルに格納されるレコードは通常１ユーザーにつき１レコードであり、バスケットにはじめの商品を入れた時点でレコードが作成されます。

Basket オブジェクトに関するデータベース中のテーブルはBasketGroupテーブルのみで、これはBasket オブジェクトのヘッダー情報を通常のフィールドとして含み、Basket オブジェクトに含まれる詳細情報（OrderAddress・OrderForm・LineItem オブジェクトの情報）はすべてバイナリ データとしてひとつのフィールドに格納されます。

２．OrderTemplate オブジェクト

定期的に同じ内容の買い物をする場合などの為に、Commerce Server 2002 ではOrderTemplate オブジェクトを実装しています。OrderTemplate オブジェクトとして保存することによって、Basket オブジェクトと同様に データベース中のBasketGroupテーブルに格納されます。

Basket オブジェクトと違う点は、オーダー オブジェクトの状態を表すステータスと、１ユーザーにつき複数のOrderTemplate オブジェクトを保存しておくことが出来る点です。

テンプレートを使用した注文の流れを図3.3.2に示します。

第１回目の買い物をした時にバスケットに入れた内容のテンプレートを作成しておくことによって、ユーザーが２回目以降の買い物をするときにテンプレートの内容をバスケットに移すことができます。また、テンプレートを直接オーダーとして発注することも可能です。
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図3.3.2　テンプレートを使用した注文の流れ

３．PurchaseOrder オブジェクト

バスケットまたはテンプレートを注文確定した状態がPurchaseOrder オブジェクトとなります。PurchaseOrder オブジェクトとして保存すると、注文情報はデータベース中の複数のテーブルに保存されます。表3.3.1にPurchaseOrder オブジェクトとして保存される代表的なテーブルの詳細を示します。

	表3.3.1　PurchaseOrder オブジェクトの格納先 

	テーブル名
	説明

	OrderGroup 
	OrderGroup単位の総合的な情報（ユーザーIDなど）

	OrderFormHeader 
	OrderFormのヘッダー情報（合計金額、発注者情報など）

	OrderFormLineItems 
	OrderForm中の商品情報（数量・小計など）

	OrderGroupAddresses
	送り先情報


Commerce Server 2002のオーダー管理

Commerce Server 2002 の優れた点は、Webサイト構築時に様々なメンテナンス用のユーザー インターフェースを含んだ管理ツールを持っていることです。

管理ツールのひとつであるビジネス デスクには注文モジュールといった様々な注文に関する管理用のユーザー インターフェースが含まれています。表3.3.2はビジネス デスクの注文モジュールに含まれる項目を示します。

	表3.3.2　ビジネス デスク 注文モジュール詳細

	項目名
	説明

	バスケット マネージャ 
	存在するバスケットを検索・閲覧します。放置された不要なバスケットを削除することも可能です。

	場所コード
	商品の送付先や取引先の国／地域を識別するためのコードを追加します。設定された場所コードはOrderGroupAddresses オブジェクトに割り当てます。

	注文状況コード
	注文の流れに関するステータスを追加・削除します。注文状況コードは既存で「バスケット」「新規注文」「保存済みの注文」の3種類用意されています。設定された注文状況コードはOrderGroup オブジェクトに割り当てられます。

	注文状況
	すべてのOrderGroup オブジェクトを検索・閲覧します。検索後、OrderGroupの詳細（OrderForm・OrderAddress・LineItem オブジェクトの情報）も閲覧することが可能です。

	送付方法
	注文商品に関する送料を設定します。送付方法は「重量で課金」「数量で課金」「代金で課金」の３種類から選び、さらに詳しい課金方法を設定することが可能です。例えば「代金で課金」の場合、商品の合計額が1万円までは1000円、1万円を超えると1500円などです。設定された送付方法はLineItem オブジェクトに割り当てます。

	税率
	場所コードを設定した国／地域に対して消費税率を設定します。

	注文コードの発行
	変更された注文や税率を反映するためにサイトを更新します。


Commerce Server 2002のオーダー システムの特徴

Commerce Server 2002 におけるオーダー システムの特徴を表3.3.3に示します。

	表3.3.3　Commerce Server 2002 におけるカタログ機能の特徴

	概要

	Commerce Sever 2002 基本クラス ライブラリによって、注文に関するオブジェクトが用意されているために、データベースにアクセスし、複雑なストアド プロシージャなどを作成する必要がない。

	毎回同じ注文をするユーザーは独自にテンプレートを作成することが出来るため、毎回バスケットに商品を選択する必要がない。

	注文管理インターフェースであるビジネス デスクを標準で実装しているため、別途にメンテナンス画面を作成する必要がない。


3.4 SQL Server 2000とASP.NETによるオーダー システムの実装
テンプレートの実装

ここでは、Commerce Server 2002 のOrderTemplateの概念を参考に、SQL Server 2000とVisual Studio .NETによって以下の機能を実装したWebサイトを構築します。

・ 注文画面にてユーザー独自のテンプレートを作成することが出来る。

・ ユーザーは作成したテンプレートを選択し、バスケットにコピーすることが出来る。

図3.4.1は、今回実装するオーダー システムの概要を示しています。
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図3.4.1　オーダーシステムの概要

なお、今回のオーダー システムの実装は第２部までの内容を基に説明しています。前回までの内容は本書の第１部・第２部を参照してください。

テンプレートは、データベース内にバスケットや注文と同じ情報を格納できるテンプレート用のテーブルを作成することで容易に実装が可能です。テンプレートに保存できる情報をバスケットのように商品セットのみを格納するならば、バスケット テーブルを参考にテンプレート テーブルを作成します。また、注文情報のように、送り先に関する情報を含めた形で保存するならば、注文テーブルに合わせた形でテンプレートに関するテーブルを設計します。

今回は送り先情報をテンプレートに入れずに、商品セット情報のみを格納する方法について説明します。

テーブル構成
はじめにテーブルの構成を説明します。表3.4.1は今回使用するテーブルの詳細です。

	表3.4.1　OnlineShopデータベースのテーブル

	テーブル
	概要

	UserProfiles
	ユーザーの管理テーブルです。※

	CatalogGlobal
	カタログの管理テーブルです。※

	Catalogs
	基本カタログの詳細テーブルです。※

	CatalogSets
	カタログ セットの詳細テーブルです。※

	Categorys
	カテゴリ管理テーブルです。※

	IncludedCatalogs
	仮想カタログの包含する基本カタログ情報を格納します。※

	Products
	商品情報テーブルです。※

	Basket
	バスケット詳細テーブルです。

	Templates
	テンプレート定義テーブルです。

	TemplateDetail
	テンプレートの詳細テーブルです。

	Orders
	確定済みの注文定義テーブルです。

	OrderDetail
	確定済みの注文詳細テーブルです。


なお、※のテーブルは前回までに使用したテーブルです。詳細は本書の第2部を参照してください。下記に今回新しく加わったテーブルのフィールド構成について説明します。

●Basketテーブル

Basket テーブルは、表のようなフィールドで構成されるテーブルです。

ユーザーがバスケットに商品を入れることによってレコードが作成されます。ProductPriceは商品単価を表しますが、Products テーブルを参照するのではなく、Basket テーブルに保存されるのは、カタログごとに値引きが適用されている場合があるためです。

ItemIDは商品種類毎につけられたバスケット内で一意なIDです。

	表3.4.2　Basket テーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	IDENTITY

	UserID
	varchar
	20
	○
	
	

	ItemID
	Int
	4
	○
	
	○

	ProductID
	char
	6
	
	
	

	ProductPrice
	Int
	4
	
	
	

	ProductQuantity
	Int
	4
	
	
	

	RefixDate
	Datetime
	8
	
	
	


· Templateテーブル

Template テーブルは、表のようなフィールドで構成されるテンプレート定義テーブルです。テンプレートはバスケットのコピーであり、格納するデータはほとんど同じです。ただし、テンプレートは一人のユーザーにつき複数個保存することができるため、ユーザーが識別するテンプレート名を表すTemplateNameフィールドを持っています。

Template テーブルではテンプレートの定義情報を格納し、その詳細については、TemplateDetailテーブルに格納します。

	表3.4.3　Template テーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	IDENTITY

	UserID
	Varchar
	20
	○
	
	

	TemplateID
	Int
	4
	○
	
	○

	TemplateName
	Varchar
	20
	
	
	

	RefixDate
	Datetime
	8
	
	
	


●TemplateDetailテーブル

TemplateDetailテーブルは、表のようなフィールドで構成されるテンプレート詳細テーブルです。ユーザーの作成したテンプレートにセットされた商品、価格、数量の情報を格納しています。ItemIDはテンプレート内で一意なIDです。

	表3.4.4　TemplateDetail テーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	IDENTITY

	UserID
	Varchar
	20
	○
	
	

	TemplateID
	Int
	4
	○
	
	

	ItemID
	Int
	4
	○
	
	○

	ProductID
	Char
	6
	
	
	

	ProductPrice
	Int
	4
	
	
	

	ProductQuantity
	Int
	4
	
	
	


●Ordersテーブル

Orders テーブルは、表のようなフィールドで構成される確定済みの注文定義テーブルです。バスケットやテンプレートと違い、送り先に関する情報、税金（Tax・TaxTotal）や送料（Sipping）に関する情報を含みます。

Ordersテーブルは注文ひとつに対して１レコードが作成され。注文にセットされた商品の詳細はOrderDetail テーブルに格納されます。

	表3.4.5　Orders テーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	IDENTITY

	OrderID
	Int
	4
	○
	
	○

	UserID
	Varchar
	20
	
	
	

	SubTotal
	Int
	4
	
	
	

	Tax
	Int
	4
	
	
	

	TaxTotal
	Int
	4
	
	
	

	Sipping
	Int
	4
	
	
	

	Total
	Int
	4
	
	
	

	ReceivarName
	Varchar
	20
	
	
	

	ReceiverAddress
	Varchar
	255
	
	
	

	ReceivaerTelNum
	Varchar
	20
	
	
	

	RefixDate
	Datetime
	8
	
	
	


●OrderDetail テーブル

OrdersDetail テーブルは、表のようなフィールドで構成される確定済みの注文詳細テーブルです。Order テーブルで定義された注文についての商品情報を格納しています。基本的な構成はTemplateDetail テーブルに準じています。

	表3.4.6　OrderDetail テーブルのフィールド構成

	列名
	データ型
	長さ
	主キー
	NULL
	IDENTITY

	OrderID
	Int
	4
	○
	
	

	ItemID
	Int
	4
	○
	
	○

	ProductID
	Char
	6
	
	
	

	ProductPrice
	Int
	4
	
	
	

	ProductQuantity
	Int
	4
	
	
	

	
	
	
	
	
	


リレーションシップの構成

データベースにおけるテーブル間のリレーションシップは、図3.4.2で示されるダイアグラムのように構成されます。また表は、今回新たに加わったリレーションシップ構成の詳細について各リレーションシップの詳細な設定情報です。以前のリレーションシップについては本書の第2部を参照してください。
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図3.4.2　リレーションシップ構成

	表3.4.7　リレーションシップ構成の詳細

	主キーテーブル
	主キー列
	外部キーテーブル
	外部キー列

	Template
	UserID
	TemplateDetail
	UserID

	
	TemplateID
	
	TemplateID



	UserProfiles
	UserID
	Template
	UserID

	UserProfiles
	UserID
	TemplateDetail
	UserID

	UserProfiles
	UserID
	Basket
	UserID

	UserProfiles
	UserID
	Orders
	UserID

	Products
	ProductID
	TemplateDetail
	ProductID

	Products
	ProductID
	Basket
	ProductID

	Products
	ProductID
	OrderDetail
	ProductID


オーダー システムの構築

上記のテーブル構成、リレーションシップによりバスケット、テンプレート、注文の構成は出来上がりました。次は実際にWebサイトにオーダー システムを表示する方法を説明します。
図3.4.3はWebサイトのページとデータの移項を現します。

カタログを表すDefault.aspxには商品ごとに「バスケットに入れる」のリンク ボタンを実装します。このリンク ボタンを押すことによってデータベースのBasket テーブルに、該当する商品をひとつ追加し、Basket.aspxにリダイレクトします（①）。

Basket.aspxでは、現在のバスケットのすべての内容を表示します。Basket.aspx内ではバスケット内の商品の数量を変更し、バスケットの全内容を消去することができます。また、現在のバスケットの内容を新しいテンプレートに追加することができます。その場合、現在のBasket テーブルを検索し、Template テーブルとTemplateDetail テーブルにコピーします（②）。

バスケット ページでは、現在登録済みのテンプレートの内容をバスケットにコピーすることも可能にします。

ユーザーが現在のバスケットの内容を発注する場合、SetOrder.aspxcにリダイレクトさせます。ここではユーザーにバスケット・金額の確認および送り先情報を入力させます。

ユーザーが内容を確認し、発注確定とすると現在のBasketテーブルの内容と入力された送り先情報をOrdersテーブルおよびOrderDetailテーブルに保存し（③）、注文終了とします。
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図3.4.3　Webサイトのオーダー ページとデータの移項

Default.aspxの実装
通常のカタログページであるDefault.aspxの商品リストについて商品ごとに「バスケットに入れる」のリンクを実装します。Default.aspxの詳細は本書の第2部を参照してください。
カタログ表示するDetaGrid コントロールにプロパティビルダを使用して、ハイパーリンク列を追加します。追加するハイパーリンク列のNavigateURLを”AddBasket.aspx?VCatalog=<仮想カタログID>&CCatalog=<基本カタログID>&ProductID=<商品ID> ”とします。パラメータに基本カタログIDおよび仮想カタログIDを含ませるのは、カタログによって値引きが適用されている可能性があり、ユーザーIDのカタログ セットから、0仮想カタログID、基本カタログID、商品IDを基に該当商品の割引適応後の価格を取得する為です。

ページ レイアウトは図3.4.4のようになります。
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図3.4.4　Default.aspx ページレイアウト

AddBasket.aspxの実装
AddBasket.aspxでは選択した商品をBasketテーブルに追加する処理を行います。はじめに予め用意したストアド プロシージャ AddBasketを、このページで生成したOleDbCommand オブジェクトに設定します。ストアドプロシージャAddBasketはユーザーID、仮想カタログID、基本カタログID、商品ID、追加数量を引数としている為、それらをOleDbCommandオブジェクトのParameterとして設定し実行します。実行後はBasket.aspxへリダイレクトします。
以下にストアド プロシージャAddBasketのソースを示します。

	CREATE PROCEDURE dbo.AddBasket


(
@UserID

VARCHAR(20),



@VCtlID

CHAR(6),



@CCtlID

CHAR(6),



@PrdID

CHAR(6),



@Quantity

int
)

AS

DECLARE    @Cnt int,
@PrdPrice int

/* ユーザーのカタログセットから商品の価格（割引後）を取得 */

SELECT 
@PrdPrice = (I.Price - CONVERT (Int, I.Price * (CONVERT (NUMERIC, D.DiscountRate) / 100)))

FROM      UserProfiles A 


INNER JOIN CatalogSets B ON A.CatalogSetID = B.CatalogSetID 


INNER JOIN CatalogGlobal C ON B.CatalogID = C.CatalogID 


INNER JOIN IncludedCatalogs D ON B.CatalogID = D.VirtualCatalogID 


INNER JOIN CatalogGlobal E ON D.CommonCatalogID = E.CatalogID 


INNER JOIN Catalogs F ON D.CommonCatalogID = F.CatalogID 


INNER JOIN Categories G ON F.CategoryID = G.CategoryID AND F.CategoryItemID = G.ItemID 


INNER JOIN Catalogs H ON F.CatalogID = H.CatalogID AND F.ItemID = H.ParentID 


INNER JOIN Products I ON H.ProductID = I.ProductID 

WHERE 
(F.ParentID = '01') AND 


(A.UserID = @UserID) AND


(B.CatalogID = @VCtlID) AND


(D.CommonCatalogID = @CCtlID) AND


(H.ProductID = @PrdID) 

/* バスケットテーブルに同じアイテムがあるか？ */

SELECT
@Cnt = COUNT(*) 

FROM

Basket 

WHERE

UserID = @UserID

AND

ProductID = @PrdID

AND

ProductPrice = @PrdPrice

IF @Cnt IS NULL or @Cnt <= 0

INSERT INTO
Basket


VALUES(
@UserID,



@PrdID,



@PrdPrice,



@Quantity,



GETDATE()
)

ELSE


UPDATE 
Basket 


SET 

ProductQuantity = ProductQuantity + @Quantity,




RefixDate = GETDATE()


WHERE

UserID = @UserID


AND

ProductID = @PrdID


AND

ProductPrice = @PrdPrice

GO


Basket.aspxの実装
Basket.aspxでは現在のユーザーのバスケットの中身をリスト表示します。表示にはカタログ表示と同じDataGridコントロールを使用します。DataGrid コントロールのButtonColumn プロパティやEditCommandColumn プロパティを使用することでデータに対する編集・削除処理が容易に行えます。図3.4.5はBasket.aspxのページ レイアウトを示します。
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図3.4.5　Basket.aspx ページレイアウト
また、Basket.aspxにはデザイナによって次のOleDb オブジェクトを作成しています。

	表3.4.8　Basket.aspx 内のOleDbオブジェクト

	オブジェクト名
	オブジェクト種別

	cnnApp
	OleDb.OleDbConnextion

	daGetBasket
	OleDb.OleDbDataAdapter

	dsBasket
	DataSet


daGetBasket オブジェクトのSelectCommand.CommandText プロパティに設定されたSQL SELECT ステートメントは以下の通りです。

	SELECT          A.ProductID, B.ProductName, A.ProductQuantity, A.ProductPrice, 

                B.ProductID AS Expr1, A.ProductQuantity * A.ProductPrice AS Expr2, A.ItemID, 

                A.UserID

FROM            Basket A INNER JOIN

                Products B ON A.ProductID = B.ProductID

WHERE           (A.UserID = ?)


Basket.aspxではバスケット全体のクリア、項目の数量変更・削除およびテンプレートへの保存、テンプレートの読み込み処理を実装します。

PageLoad時はdaGetBasketオブジェクトのSelectCommand.ParameterにユーザーIDを設定し、ユーザー個人のバスケット内容をdgBasket コントロールに表示します。またユーザーがテンプレートを呼び出せるようにddlTempコントロールのItems コレクションにユーザーの保存されたテンプレート名を割り当てます。
Basket.aspxではテンプレートに関して次の２つの処理を作成します。

１．現在のバスケットの中身をテンプレートに名前をつけて保存。

２．保存されたテンプレートを選択し、バスケットの中身にコピーする。

まず、１のテンプレートの保存処理を説明します。

ユーザーは現在のバスケットの中身をテンプレートとして保存したい場合は、tbTemp コントロールに任意のテンプレート名を入力し、btnSaveTemp コントロールをクリックします。

以下にBasket.aspxのbtnTemp_Clickイベントのソースを示します。

	    Private Sub btnSaveTemp_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) 
Handles btnSaveTemp.Click

        Dim strSQL As String

        Dim cmdSaveTemplate As OleDb.OleDbCommand

        If Trim(tbTemp.Text) = "" Then

            lblMsg.Text = "テンプレート名を入力してください。"

            Exit Sub

        End If

        Try

            strSQL = "SaveTemplate"

            cmdSaveTemplate = New OleDb.OleDbCommand(strSQL, cnnApp)

            cmdSaveTemplate.CommandType = CommandType.StoredProcedure

            cmdSaveTemplate.Parameters.Add(New System.Data.OleDb.OleDbParameter("@UserID", 
                                               System.Data.OleDb.OleDbType.VarChar, 20))

            cmdSaveTemplate.Parameters.Add(New System.Data.OleDb.OleDbParameter("@TempName", 
                                               System.Data.OleDb.OleDbType.VarChar, 20))

            cmdSaveTemplate.Parameters.Add(New System.Data.OleDb.OleDbParameter("@err", 
                                               System.Data.OleDb.OleDbType.Integer))

            cnnApp.Open()

            cmdSaveTemplate.Parameters("@UserID").Value = User.Identity.Name

            cmdSaveTemplate.Parameters("@TempName").Value = tbTemp.Text

            cmdSaveTemplate.Parameters("@err").Direction = ParameterDirection.Output

            cmdSaveTemplate.ExecuteNonQuery()

            cnnApp.Close()

            If cmdSaveTemplate.Parameters("@err").Value > 0 Then

                lblMsg.Text = "このテンプレート名はすでに使われています。"

            Else

                Response.Redirect("basket.aspx")

            End If

        Catch ex As Exception

            Response.Write(Err.Description)

        End Try

    End Sub


btnSaveTemp_Click イベントではOleDbCommand オブジェクトを生成し、ストアド プロシージャSaveTemplateを呼び出します。ストアド プロシージャ SaveTemplateでは生成するバスケットを識別するユーザーID、テンプレート名をパラメータとします。テンプレート名は一意なのでユーザーが既に設定されたテンプレート名を入力すると、Output パラメータとして@errを返します。この場合はテンプレートの作成は実行されずにエラー メッセージを表示します。

以下にストアド プロシージャ SaveTemplateのソースを示します。

	CREATE PROCEDURE dbo.SaveTemplate


(
@UserID

VARCHAR(20),



@TempName

VARCHAR(20),



@err

int OUTPUT 
)

AS

DECLARE @TempID  INT

SET @err = 0

/*テンプレート名の重複チェック*/

SELECT @err = COUNT(*) 

FROM Template

WHERE UserID = @UserID

AND     TemplateName = @TempName

IF @err > 0 


RETURN

/* Templateテーブルに保存 */

INSERT INTO Template


VALUES(
@UserID,



@TempName,



GETDATE()
)

/*TemplateDetailテーブルに保存*/

INSERT INTO TemplateDetail


SELECT
UserID,



IDENT_CURRENT('Template'),



ProductID,



ProductPrice,



ProductQuantity


FROM 
Basket S


WHERE
UserID = @UserID


ORDER BY 
ProductID

GO


ストアド プロシージャ SaveTemplateでははじめにテンプレート名の重複チェックを行います。テンプレートが重複している場合はOutputパラメータの@errに重複したレコード数を挿入し処理を終了します。重複したテンプレート名が存在しない場合は、Basket テーブルの内容をTemplateテーブルおよびTemplateDetail テーブルに挿入します。

次に２のテンプレートのコピー処理を説明します。

PageLoad イベントハンドラでddlTemp コントロールにユーザーの保存しているすべてのテンプレート名を表示します。ユーザーはddlTemp コントロールからテンプレートを選択しbtnLoadTemp コントロールをクリックすることで、現在のバスケットの内容をコピーすることが出来ます。以下にBasket.aspxのbtnTemp_Click イベントのソースを示します。

	    Private Sub btnLoadTemp_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) 
Handles btnLoadTemp.Click

        Dim strSQL As String

        Dim cmdLoadTemplate As OleDb.OleDbCommand

        Try

            strSQL = "LoadTemplate"

            cmdLoadTemplate = New OleDb.OleDbCommand(strSQL, cnnApp)

            cmdLoadTemplate.CommandType = CommandType.StoredProcedure

            cmdLoadTemplate.Parameters.Add(New System.Data.OleDb.OleDbParameter("@UserID", 
                                               System.Data.OleDb.OleDbType.VarChar, 20))

            cmdLoadTemplate.Parameters.Add(New System.Data.OleDb.OleDbParameter("@TempName", 
                                               System.Data.OleDb.OleDbType.VarChar, 20))

            cnnApp.Open()

            cmdLoadTemplate.Parameters("@UserID").Value = User.Identity.Name

            cmdLoadTemplate.Parameters("@TempName").Value = ddlTemp.SelectedItem.Value

            cmdLoadTemplate.ExecuteNonQuery()

            cnnApp.Close()

            daGetBasket.SelectCommand.Parameters("@UserID").Value = User.Identity.Name

            daGetBasket.Fill(dsBasket)

            dgBasket.DataBind()
        Catch ex As Exception

            Response.Write(Err.Description)

        End Try

    End Sub


btnLoadTemp_ClickイベントではOleDbCommand オブジェクトを生成し、ストアド プロシージャLoadTemplateを呼び出します。ストアド プロシージャ LoadTemplateでは生成するバスケットを識別するユーザーID、テンプレート名をパラメータとします。

ストアド プロシージャを実行後、dgBasketコントロールの内容を更新するために再データ バインドします。以下にストアド プロシージャLoadTemplateのソースを示します。
	CREATE PROCEDURE dbo.LoadTemplate


(
@UserID

VARCHAR(20),



@TempName

VARCHAR(20)
)

AS

/*バスケットをクリア*/

EXEC ClearBasket @UserID

/*テンプレートをロード*/

INSERT INTO Basket


SELECT
A.UserID,



A.ProductID,



A.ProductPrice,



A.ProductQuantity,



GETDATE()


FROM 
TemplateDetail A,



Template B


WHERE
B.TemplateName = @TempName


AND
B.UserID = @UserID


AND
A.UserID = B.UserID


AND
A.TemplateID = B.TemplateID

GO


ストアド プロシージャ LoadTemplateでは、はじめにバスケットの内容をクリアするために、ストアド プロシージャ ClearBasketを実行します。その後、指定されたテンプレート名からTemplateテーブルおよびTemplateDetail テーブルを読み込み、商品情報をBasket テーブルに挿入します。

以下にストアド プロシージャ ClearBasketのソースを示します。

	CREATE PROCEDURE dbo.ClearBasket


(
@UserID

VARCHAR(20)
)

AS


DELETE FROM Basket


WHERE 
UserID = @UserID

GO


Basket.aspxでは他にバスケット項目の削除・数量の変更の処理を実装しています。これらは従来のバスケット機能と同様であるため、詳細は省略します。

SetOrder.aspxの実装
Basket.aspxでbtnSetOrder コントロールをクリックすると、SetOrder.aspxにリダイレクトされます。図3.4.6にSetOrder.aspxの画面レイアウトを示します。
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図3.4.6　SetOrder.aspx ページレイアウト

SetOrder.aspxでは注文内容の確認としてDataGrid コントロールに現在のバスケットの内容とLabelコントロールに商品の合計額、消費税額、送料、合計金額を表示しています。

ユーザーは内容を確認のうえ正しければ送り先フォーム（名前・住所・電話番号）を入力し、「注文確定」ボタンをクリックします。

注文確定ボタンをクリックすると、ストアド プロシージャ SetOrderが実行されます。ストアド プロシージャ SetOrderはBasket テーブルの内容をOrders テーブルおよびOrderDetail テーブルにコピーし、最後にBasket テーブルの内容を削除します。

ストアド プロシージャ SetOrderは従来のオーダー システムと同様であるため、詳細は省略します。
実行結果

これで実装は終わりました。最後に実行し、実際にテンプレートを作成し、テンプレートを使って注文をします。
図3.4.7は商品をいくつか選択し、バスケットに入れた状態です。現在の商品の組み合わせをテンプレートとして保存します。テキスト ボックスに「SampleTemp」と入力し「保存」ボタンをクリックします。
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図3.4.7　実行結果１

初回はこのまま注文します。「注文確定」を押すと図3.4.8のSetOrder.aspxに進みます。ここでは注文内容を確認し、送り先を入力し注文を確定します。
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図3.4.8　実行結果２

次回訪問時、バスケット内容ページへ進みます（図3.4.9）。ドロップダウンリストには前回保存したテンプレート「SampleTemp」が表示されています。
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図3.4.9　実行結果３

「SampleTemp」を選択し「ロード」ボタンをクリックすると、前回保存したテンプレート「SamplaTemp」の内容がバスケットにコピーされます（図3.4.10）。
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図3.4.10　実行結果４

SQL Server 2000とASP.NETによるオーダー システムの特徴

SQL Server 2000とASP.NETによるオーダー システムの特徴を表3.4.9に示します。

	表3.4.9　 SQL Server 2000とASP.NETによるオーダーシステムの特徴

	特徴
	概要

	長所
	テンプレートを実装しているために、定期的に同じ買い物をする際はユーザー独自にテンプレートを作成することが可能となり、ユーザーにとって手間が省ける。

	
	バスケットページ構築の際、DataGrid コンポーネントのEditButtonなど、データベース更新のための機能が予め用意されているため、コード設計が比較的単純で済む。

	
	独自の機能を増やすために、データベースを容易にカスタマイズすることが容易である。

	短所
	開発時に自分でストアド プロシージャを作成する必要があり、Commerce Server 2002基本 クラス ライブラリを使用する場合と比べて、SQLの知識も必要となる。


第３部では、Webサイトでのオーダー システムについて「従来のオーダー システム」、「Commerce Server 2002のオーダー システム」を通じて学びました。また、SQL Server 2000とASP.NETで実際のオーダー システム実装をサンプル プログラムを交えて紹介しました。
第４部　分析

4.1 概要
トピックについて
第４部では、オンライン ショッピング サイトにおける分析機能について説明します。

分析を行うことによってオンライン ショッピング サイトの性質・特徴を把握することが可能となります。分析した結果を今後のサイト構築に反映することにより、顧客ニーズに応じたキャンペーンなどを実施するといった戦略的な経営が可能となります。

オンライン ショッピング サイトがユーザーに対してどのような効果を生み、商品やユーザーまたは時系列などといった次元で統計した情報は、経営者にとって最も重要なものとなります。

このドキュメントでは、Webサイトにおける分析について２つの方法を説明します。

１．従来の分析

２．Microsoft Commerce Server 2002の分析

その後、Commerce Server 2002の実装例を参考にして、Microsoft SQL Server 2000を利用した分析について説明します。

4.2 従来の分析

従来の分析概要

従来のオンライン ショッピング サイトにおいて、分析機能を実装しているサイトは少なく、その中でも分析結果の利用方法は、静的レポートによるものが大半を占めています。

静的レポートは、予め用意した切り口でSQL SELECT ステートメントを実行し、結果を静的（HTML）に表示するといった分析方法のことです。

代表的な切り口となる分析項目には下記のようなものが挙げられます。

・ 過去1年間の注文データにおいて、ユーザー別の売り上げを表示する。

・ カタログ内の商品を売れ筋順に並び替えて表示する。

図4.2.1に従来の静的レポートによる分析を示します。
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図4.2.1　静的レポートによる分析

従来の分析の特徴

表4.2.1に従来の分析機能の特徴を示します。
	表4.2.1　従来の分析の特徴

	特徴
	概要

	長所
	従来のSQL知識だけでデータベースから知りたい情報を取得することが可能である。

	短所
	分析の切り口ごとに複雑なクエリを設計しなくてはならない。

	
	データ件数が増大するにしたがって、レスポンスが劣化する。


4.3 Commerce Server 2002の分析
Commerce Server 2002の分析概要

Commerce Server 2002には標準で様々な分析ツールが用意されています。Commerce Server 2002の分析機能は、コマースサイト上の様々な情報を分析します。サイト管理者は分析結果からサイトの性質・特徴を把握し、効果的なキャンペーン活動やサイトの改善を可能とします。

サイト上の情報とは以下のような項目が挙げられます。

・ ユーザー プロファイル データ

・ オーダー データ

・ Web サーバー ログ

Commerce Server 2002の分析機能はSQL ServerのAnalysis Serviceを使用しています。Analysis Serviceのデータ ウェアハウスに格納されるデータは、Web サーバー ログ、Commerce Server データベース、およびその他の指定されたデータ ソースなど、複数のデータ ソースから収集されます。これらのデータはデータ変換サービス(DTS)によって、データ ウェア ハウスにインポートされ、その後Commerce Server 2002の様々な分析ツールから利用されます。

図4.3.1は、Commerce Server 2002の分析機能においてのデータフローを示しています。
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図4.3.1　Commerce Server 2002 の分析データフロー

次にCommerce Server 2002に実装されている、分析に関する代表的なツールを紹介します。

データ ウェア ハウスのインポートウィザード

データ ウェアハウスのインポート ウィザードは、データベースに格納されたCommerce Server 2002独自のデータをデータ ウェアハウスにインポートします 。

ここで構築されたデータ ウェアハウスはこの後説明する様々なCommerce Server 2002の分析ツールによって利用されます。

データ ウェアハウスにインポートするデータは、以下の項目から選択可能です。
	表4.3.1　データウェアハウスのインポート ウィザードのデータ項目

	インポート項目
	説明

	Web サーバー ログ
	Web サーバーで生成された Web ログ ファイル データをインポートします。Web ログ ファイル データは、ユーザーがサイトを訪問し、サイト ページへのリンクをクリックしたときに取得されます。Web ログ ファイルからデータ ウェアハウスにインポートするデータは、次のものがあります。 

・ ユーザーがサイトを訪問し、閲覧した時間の合計 

・ ユーザーがこのサイトを訪問する直前にアクセスしていた、参照元のサイト 

・ サイト訪問中にユーザーがクリックした広告 

・ サイトを訪問したユーザーに掲示された広告 

	IP アドレスの解決
	ログ ファイルからインポートしたIP アドレスをドメイン名に変換します。

	商品カタログ
	カタログ データベース内の様々なプロパティ データをインポートします。

	トランザクション
	注文や注文番号などのトランザクション データをインポートします。このデータは、商品ごとの販売状況や売上金額、またはユーザーごとの購入金額を調べるために、分析レポートで使用されます。

	プロファイル
	ユーザー名、アドレス、登録データなどのプロファイル データをインポートします。

	キャンペーン
	広告主、キャンペーン、キャンペーン項目データなどのキャンペーン情報をインポートします。


レポート機能

Commerce Server 2002には、サイトの管理ツールであるビジネス デスクが構築されたサイト毎に用意されています。このビジネス デスクには分析管理を行う分析モジュールを持ち、レポート作成をサポートしています。レポートは静的レポート、動的レポートの２種類に分類され、データ ウェアハウスにインポートされたデータを様々な切り口で分析する機能を持っています。
静的レポートは、要求に応じて直ちに実行され、データと共に完成したレポート モジュールに格納されます。レポートはブラウザに HTML 形式で表示されます。ここで作成されたレポートは、電子メールで他の人に送信することや、Web サイトに掲載することも可能です。
動的レポートは実行時に作成されます。動的レポートを実行すると、リアルタイムで最新のデータが収集され、実行結果をピポットテーブルやチャートに出力しビジネス デスクに表示されます。

これらのレポート結果を Microsoft Excelなどの別のアプリケーション にエクスポートすることも可能です。
図4.3.2は動的レポートのひとつである「商品売上げ」の画面イメージです。ピポット テーブルは過去１年間のサイト・ユーザー・商品カテゴリ別の売上げデータを表示しています。動的レポートはこのようにユーザーの意思によりディメンション（次元）やメジャー（値）を選択し、必要なデータをすばやくアクセスすることが出来ます。

[image: image33.emf] 

 

 


図4.3.2　動的レポート


表4.3.2はビジネス デスクのレポート モジュールの項目を示します。
	表4.3.2　レポート モジュールの項目

	レポート名
	カテゴリ
	種類

	エントリ画面の分析
	Web利用状況
	静的

	キャンペーン イベントの要約
	広告
	動的

	キャンペーン項目の要約
	広告
	動的

	クエリ文字列（単数値）
	クエリ文字列
	静的

	クエリ文字列（複数値）
	クエリ文字列
	静的

	ディレクトリ
	Web利用状況
	動的

	バイヤーの参照の状況
	売り上げ
	動的

	ヒット数（HTTP ステータスごと）
	診断
	動的

	ヒット数（Win32 ステータスごと）
	診断
	動的

	ブラウザごとの利用状況
	Web利用状況
	動的

	ユーザーの傾向
	ユーザー
	動的

	ユーザーの登録状況
	ユーザー
	動的

	ユーザーの訪問の傾向
	訪問
	動的

	ユーザー登録までの日数
	ユーザー
	動的

	一般的な利用状況の統計
	訪問
	動的

	顧客別の売り上げ
	売り上げ
	静的

	広告の表示回数とヒット率（広告主単位）
	広告
	動的

	広告の表示回数とヒット率（日付単位）
	広告
	動的

	最後に参照したページ
	訪問
	動的

	最初に参照したページ
	訪問
	動的

	参照元ドメインを要求順に表示
	Web利用状況
	動的

	時間ごとの重複しないユーザー数
	ユーザー
	動的

	商品別売り上げ
	売り上げ
	動的

	新規登録済みユーザー
	ユーザー
	静的

	帯域幅の傾向
	診断
	動的

	帯域幅の要約
	診断
	動的

	注文イベント
	売り上げ
	動的

	登録済みユーザーのプロパティ
	ユーザー
	動的

	登録済みユーザー数（登録日別）
	ユーザー
	動的

	買い物バスケット イベント
	売り上げ
	動的

	要求の多いページ
	Web利用状況
	動的

	利用状況の傾向
	Web利用状況
	動的

	利用状況の要約（時間単位）
	Web利用状況
	動的

	利用状況の要約（週単位／年単位）
	Web利用状況
	動的

	利用状況の要約（曜日単位）
	Web利用状況
	動的


セグメント ビューア

セグメントとは、Web サイトでの行動や特性 (年齢や職業、性別など) が類似しているユーザーの集まりのことです。セグメントはデータベース レコードの要約で構成されます。このデータベース レコードは、類似のプロファイル プロパティを共有するユーザーのグループに属します。この要約は、データベース レコードのクラスタ化に使用したデータ ウェアハウス内のプロパティに基づいて作成されます。

ビジネス デスクのセグメント ビューアを使い、セグメント グループと個々のセグメントを表示することが出来ます。これを利用して、利用状況の傾向を割り出してユーザー間の類似性に基づいたマーケティングを決定できます。

図4.3.3はセグメント ビューアの画面イメージを示します。
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図4.3.3　セグメント ビューア

予測モデル ビューア

予測モデル ビューアを使うと、予測モデルを表示できます。予測モデル ビューアには、予測モデルの分析用に、依存関係ネットワーク ビューとディシジョン ツリー ビューの 2 種類のビューが用意されています。予測モデル ビューアを使って商品間の依存関係を分析し、サイトでの顧客の行動に基づいて、予測を立てることが可能です。

予測モデルの結果を用いて、ユーザーがサイト内を移動するのに合わせて商品を動的に推奨することも可能です。
図4.3.4は予測モデル ビューアで売り上げ商品間の依存関係を表示したイメージです。
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図4.3.4　予測モデル ビューア

Commerce Server 2002の分析機能の特徴

Commerce Server 2002 における分析機能の特徴を表4.3.3に示します。
	表4.3.3　Commerce Server 2002 における分析機能の特徴

	概要

	様々な分析ツールを実装しており、簡単に分析機能が利用できる。

	オンライン分析処理を利用した分析の為、知りたい情報をすばやく取得できる。

	予測モデルの結果を用いて、バスケット内の商品に応じた推奨商品を動的に表示することが可能である。


4.4 SQL Server 2000による分析
SQL Server 2000による分析の概要

Commerce Server 2002における分析機能で学んだように、データ ウェアハウスを使用することにより、データの傾向を発見し、重要な要因を分析するのに必要なクエリを処理する高度な企業システムで使用することができます。

これらのシステムは、オンライン分析処理 (OLAP) システムと呼ばれて、データ ウェアハウスは、従来のトランザクション処理データベースと異なる方法で構成されています。

OLAPシステムは、大規模なデータを分析する点で非常に優れています。OLAP データは、マルチディメンション キューブから構成され、マルチディメンション キューブから構成されているデータ構造は、リレーショナル テーブルから構成されているデータより OLAP クエリに対するパフォーマンスが高くなります。

今回はここで説明したOLAPシステムであるSQL Server 2000のAnalysis Servicesを利用してオンライン ショッピング サイトについて下記の分析を行ないます。

・ データ ベースの情報をOLAPデータにインポートし、商品別の売り上げについて動的レポートを作成します。

・ Analysis Servicesのデータ マイニング機能を利用して売り上げ商品間の依存関係を発見します。

データベースの準備

はじめにテーブルの構成を説明します。表4.4.1は今回使用するテーブルの詳細です。
	表4.4.1　OnlineShopデータベースのテーブル

	テーブル
	概要

	UserProfiles
	ユーザーの管理テーブルです。※1

	Products
	商品情報テーブルです。※1

	Orders
	確定済みの注文定義テーブルです。※2

	OrderDetail
	確定済みの注文詳細テーブルです。※2


※1のテーブルは本書の第2部で使用したテーブルです。詳細は本書の第2部を参照してください。
※2のテーブルは本書の第3部で使用したテーブルです。詳細は本書の第3部を参照してください。
データベースのダイアグラムについても本書の第3部に順ずるものとします。
なお、データについては、Analysis Servicesのデータマイニング機能を使用する際は、十分なデータ量が必要です。
今回はOrderDetailテーブルにレコードごとの小計値（数量 × 単価）が必要な為、Viewを作成します。下記は追加View作成のスクリプトを示します。
	CREATE VIEW dbo.OrderDetail_v

AS

SELECT          *, ProductPrice * ProductQuantity AS SubTotal

FROM            dbo.OrderDetail


SQL Server 2000による分析の実施

ここではSQL Server 2000のAnalysis Servicesを使用して、以下の項目を実現します。

・ 分析用にキューブを作成し、過去の注文データの動的レポートを表示します。

・ 作成されたキューブからマイニングモデルを作成し、注文ごとの商品の従属関係を表示します。

図4.4.1に今回の分析のフローチャートを示します。
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図4.4.1　分析 フローチャート
キューブの作成

ここではデータベースに格納された注文データをインポートするマルチディメンション キューブを作成する方法を説明します。

キューブを作成するには、はじめにAnalysis Servicesの分析マネージャによって新規データベースを構築する必要があります。データベースはキューブ、ロール、データ ソース、共有ディメンション、およびマイニング モデルをまとめて格納する構造体です。

次に分析マネージャによって新規データベースを構築する手順を示します。

① Analysis Servicesの分析マネージャを起動します。

② ツリー ビューで[Analysis Servers]を展開します。

③ 使用するサーバーを右クリックし、[データベースの新規作成]をクリックします。

④ データベース ダイアログボックスに任意のデータベース名を入力します。

⑤ データベース ダイアログボックスで[OK]をクリックします。

データベースを構築した後に、データソースを設定します。

次に新規データソースの設定手順を示します。

① ツリー ビューで作成したデータベースを展開します。

② [データソース]を右クリックし、[データソースの新規作成]をクリックします。

③ データ リンク プロパティ ダイアログボックスのプロバイダ タブで[Microsoft OLE DB Provider for SQL Server]を選択し、[次へ]をクリックします。

④ 接続タブで接続情報を入力し、[OK]をクリックします。

次に新規キューブの作成手順を示します。

① ツリー ビューで作成したデータベースを展開します。

② [キューブ]を右クリックし、[キューブの新規作成]－[ウィザード]をクリックします。

③ キューブ ウィザードで下記のように設定します。
	表4.4.2　キューブ ウィザード設定項目

	項目
	概要

	名前
	任意のキューブ名

	ファクトテーブル
	OrderDetailテーブル

	メジャー
	ProductPriceフィールド

	ディメンション

（すべて新規作成）
	ディメンション名
	定義
	テーブル
	レベル

	
	Product
	スタースキーマ
	Products
	ProductName

	
	Date
	スタースキーマ
	Orders
	RefixDatre

	
	Order
	スタースキーマ
	Orders
	OrderID

	
	User
	スタースキーマ
	UserProfiles
	UserID


④ ウィザードを手順通り進めると、ウィザード後にキューブ エディタが開きますので、図4.4.2のようにOrdersテーブルのUserIDフィールドとUserProfilesテーブルのUseiIDフィールドをドラッグして連結を設定します。
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図4.4.2　キューブ エディタ テーブル連結

⑤ キューブを上書きし、キューブ エディタを閉じます。

⑥ ストレージのデザイン ダイアログボックスが現れるので[はい]をクリックします。

⑦ ストレージ デザイン ウィザードで以下のように設定します。
	表4.4.3　ストレージ デザイン ウィザード設定項目

	項目
	概要

	データ ストレージの種類
	MOLAP

	集計オプション
	ストレージの到達見積もり 100MB

	処理
	行なう


以上の手順でキューブが完成となります。ツリー ビューの該当データベースを展開し、[キューブ]を展開すると今回作成したキューブが表示されます。また、[共用ディメンション]を展開すると、キューブ作成中に設定したディメンションが表示されます。

OLAP キューブのデータ参照

分析マネージャで、今回作成したキューブを右クリックし、[データの参照]をクリックするとキューブ ブラウザが起動し、キューブのデータを参照できます。

図4.4.3はキューブ ブラウザの例を示したものです。このキューブ ブラウザでは、DateディメンションとProductディメンションをグリッドに反映している状態です。グリッド内のセルの値は、ディメンションに応じたメジャーの集計値となります。ディメンションは、グリッドの軸に反映させた場合、ディメンションのレベルによって、座標を展開することが可能です。例えば、Dataディメンションの場合は[年]－[1/4半期]－[月]－[日]と展開できます。

また、グリッドの軸として反映していないディメンションはデータに対してフィルタを設定することが可能です。この場合、ディメンションのメンバを選択します。図4.4.3の例では、Userディメンションに[endo]メンバをフィルタとして設定しています。これによりデータ全体が、発注者[endo]に関する注文データとなります。
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図4.4.3　キューブ データの参照

ここではグリッドの表示を行ないましたが、Microsoft Office Web Componentsのピポット テーブルやチャートを使用することによって、キューブ データをWeb ページに表示することも可能です。図4.4.4はWebページに表示されたピポット テーブルとチャートを示します。
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図4.4.4　Microsoft Office Web Componentsによるキューブ データ表示

マイニングモデルの作成

データ マイニングを使用すると、リレーショナル データベースまたはマルチディメンション OLAP キューブのいずれかのデータに適用できる、グループ化ルールや予測ルールを含むモデルを定義することができます。このモデルをデータ マイニング モデルと呼び、これを使用すると洗練されたデータ分析が自動的に実行され、隠された傾向を見つけることができます。
今回は作成したキューブに適用し、マイニング モデルを作成します。以下にマイニング モデルを作成する手順を示します。

① Analysis Services の分析マネージャを起動します。

② 分析マネージャのツリー ビューで作成したデータベースを展開します。
③ [キューブ]を展開します。

④ 作成したキューブを右クリックし、[マイニング モデルの新規作成]をクリックします。

⑤ マイニング モデル ウィザードで以下の通り設定します。

	表4.4.4　マイニング モデル ウィザード設定項目

	項目
	概要

	モデル名
	任意のモデル名

	データマイニング技法
	Microsoft ディシジョン ツリー

	ケース（ディメンション）
	Order

	ケース（レベル）
	OrderID

	予測エンティティ
	別のディメンションのメンバ ディメンション：Product

	処理
	保存と処理を実行


データ マイニング モデル ブラウザによる分析

データ マイニング モデル ブラウザを使用すると、単一属性とそのリレーションシップの観点からデータ マイニングの内容を表示できます。このブラウザには、単一属性の影響を受ける各ノードのマイニング モデルの内容と、ノードごとのヒストグラム データが表示されます。ノードとノード間に隠された関係など、マイニング モデルに使用されるデータ マイニング モデル ノードは、ボックスが相互に接続されたツリー構造として表示されます。
図4.4.5は作成したマイニングモデルをデータ マイニング モデル ブラウザで表示したものです。予測ツリーはデニムシャツに関するツリーを表示しています。

データ マイニング モデル ブラウザは、分析マネージャのマイニング モデルを右クリックし、[参照]をクリックすることによって表示されます。
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図4.4.5　データ マイニング モデル ブラウザ

ノードは色分けされ、選択したノードに適用できる属性のデータ密度は、そのノードで処理されるケースの合計数との相対値で表されます。ここではデータ密度は注文件数に値し、注文件数の割合が多いほど濃い色で表示されます(①)。

色分けと選択された属性は、凡例ペインの [ツリー色の基準] のドロップダウン リストで変更できます(②)。

各ノードは、コンテンツの詳細ペインに属性ファクタのランク順に左から右へと表示されます。ツリーの下方は分割され、下に行くほどデータ マイニング モデルで繰り越される原因となったファクタの影響が小さくなります。今回の例では、注文ケースにデニムシャツが含まれる原因は、注文にコットンシャツが含まれないことに影響が強いことを意味しています。
データ マイニング モデル ブラウザでデータ マイニング モデルの内容をビジュアル化する利点は、ケース セットに関連する組み合わせとルールがひとめでわかり、これらの組み合わせとルールを学習データに合わせて微調整できることです。

従属関係ネットワーク ブラウザによる分析
従属関係ネットワーク ブラウザには、ディシジョン ツリー マイニング モデルのデータ マイニングの内容が、データ マイニング モデル ブラウザとは異なる観点から表示されます。データ マイニング モデル ブラウザでは、単一属性の観点からリレーションシップおよび分布情報を表示できます。これに対して、従属関係ネットワーク ブラウザでは、リレーションシップ情報のみによる全属性の観点から、データ マイニング モデルを表示できます。これにより、データ マイニング モデル全体を広範囲に把握できます。

作成したマイニング モデルを従属関係ネットワーク ブラウザによって表示したものです。

データ マイニング モデル ブラウザは、分析マネージャのマイニング モデルを右クリックし、[従属関係ネットワークの参照]をクリックすることによって表示されます。
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図4.4.6　従属関係ネットワーク ビューア

従属関係ネットワーク ブラウザには、データ マイニング モデルのすべての属性がノードとして表示され、矢印はノード間の予測リンクを示します。たとえば、デニムシャツ ノードから コットンシャツ ノードへの矢印は、注文ケースにおいてデニムパンツからコットンシャツが予測されることを示します。予測リンクの強さは、ウィンドウ左側のスライダを使用して表示できます。スライダが [すべてのリンク] に設定されている場合は、関連ノードに及ぼす影響の大小に関係なく、すべての予測リンクが表示されます。[緊密なリンク] に設定されている場合は、最も強い予測リンクのみが表示されます。

各ノードの色分けは選択されたノードと、関連ノードの予測可能性の方向を表します。この予測結果をもとに、買い物中にバスケットに入れられた商品に対して、予測された商品を推奨商品として表示することが可能となります。

SQL Server 2000による分析の特徴

SQL Server 2000による分析の特徴を表4.4.5に示します。
	表4.4.5　SQL Server 2000による分析の特徴

	概要

	オンライン分析処理を利用した分析の為、知りたい情報をすばやく取得できる。

	キューブやマイニング モデルを独自に作成できるので、様々な視点による分析が可能である。

	意思決定支援オブジェクト（DSO）ライブラリを使用することにより、プログラム上からAnalysis Servicesオブジェクトを管理することも可能となる。

	コマース サイトに特化したものではない為、様々なデータに汎用できる。


第４部では、Webサイトでの分析機能について「従来の分析機能」、「Commerce Server 2002の分析機能」を通じて学びました。また、SQL Server 2000を利用した分析を交えて紹介しました。



































































































































































































































































